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三峰神領民家茅葺屋根葺替工事に係る住民 監査請求の監査結果について公表します監査請求の監査結果について公表します

住民監査請求とは
　地方自治法第242条の規定により、市民の方が監査委員に対し、市の財務に関する行為について監査を求め、必要
な措置を講ずるよう求める制度です。
監査請求の対象となる事柄
　監査請求をすることができるのは、市長などの執行機関または職員の違法または不当な行為により、市に損害を発
生させる行為で、具体的には次の行為についてです。
⑴公金の支出　⑵財産の取得、管理、処分　⑶契約の締結、履行　⑷債務その他の義務の負担　⑸公金の賦課、徴収
を怠る事実　⑹財産の管理を怠る事実
※⑴～⑷の行為が行われることが、相当の確実さで予測される場合を含みます。
監査請求の方法
　書面を作成し、請求します。なお、請求の際に違法または不当とする行為の事実を証明する書面を添付することが
必要です。
　請求は、原則的に上記行為のあった日または終わった日から１年以上経過している場合（⑸⑹を除く。）は、請求
することができません。
監査結果の公表
　監査委員は監査の結果、請求に理由がないと認めるときは、理由を付してその旨を書面により請求人に通知すると
ともに、これを公表します。また、請求に理由があると認めるときは、関係する執行機関や職員に対して期間を示し
て必要な措置を講ずべきことを勧告するとともに、この内容を請求人に通知し、公表します。

　住民監査請求における事務処理の流れは以下のとおりです。

【住民監査請求の概要】

※要件審査は、請求人の住所要件、監査請求対象が市の財務
会計上の行為か否か、行為のあった日から１年以内の請求
であるか否かなどについて行う。
※関係法令
地方自治法第242条　地方自治法施行令第172条
地方自治法施行規則第13条

【住民監査請求の流れ】請求書の収受

請求の要件審査

受　　　　　理

補　　正

監査を実施しない
（却　下）

請求人への通知

監査委員の暫定的停止勧告

公　　表 請求人への通知

監査の実施
１　関係職員調査
２　関係人調査または学識経験者
等からの意見聴取

３　その他関連調査

陳　　　述
１　陳述等の機会の付与
２　請求人の陳述
３　関係職員の陳述

調査結果の決定

請求に理由があると認める時 請求に理由がないと認める時

請求人への通知公　　表 長等への勧告

長等措置

長等からの措置状況の通知の受付

公　　表 請求人への通知

公　　表 請求人への通知

60
日
以
内

市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。
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秩父市監査委員告示　第２号

　平成19年５月９日付けで提出された、三峰神領民家茅
葺屋根葺替工事に係る、住民監査請求については、地方
自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第
242条第４項の規定に基づき、監査した結果（概要）を次
のとおり公表します。
　平成19年６月27日

秩父市監査委員　今井　武藏

第１　監査の結果
　本件請求には、理由がないものと判断しました。
　なお、本件において利害関係者となる監査委員・町
田靖夫は、除斥して、判断しました。
第２　請求の内容
　平成19年５月９日、秩父市住民３名（氏名略）が提
出した住民監査請求の趣旨は、次のとおりです。
　秩父市、旧大滝村は、神社が所有する三峰神領民家
の茅葺屋根葺替工事を、三峰山駐車場周辺整備工事に
組み込み、その一環として、神社に対する関係におい
て無償で工事を行った。
　平成18年６月１日付10,000千円、平成18年11月16日
付32,462千円の両支出行為には、上記の茅葺屋根葺替
工事費が含まれ、次の理由において、違法であるから、
市長、旧村長など関係職員等５名に対し、秩父市が被
った損害13,561,834円の補填のために必要な措置（損
害賠償請求等）を取るよう、請求人は秩父市監査委員
に請求する。
　　①憲法第89条（公の財産の用途制限）違反
　　②法第232条の３（支出負担行為）違反
　　③法第232条の４（支出の方法）違反
　　④秩父市補助金等の交付手続等に関する規則違反
　　⑤秩父市文化財保護条例違反
　　⑥秩父市文化財保存事業費補助金交付要綱違反
第３　関係職員等の主張
　民家は、神社の所有ではありますが、宗教的施設で
はありませんし、市が神社に現物の補助として工事を
行ったものでもありません。工事は、観光文化都市を
目指す秩父市が、三峰地域の観光を推進するため、観
光資源としての民家を整備したものです。上記①から
⑥に違反しているとは考えていません。
第４　監査委員の判断
　　監査委員は、次のように判断しました。
　憲法は、「国及びその機関は、宗教教育その他いか
なる宗教的活動もしてはならない。」という規定（第
20条第３項）を設けていますが、市が宗教とのかかわ

り合いをもつことをまったく許されないとしているの
ではなく、違憲とされるものは、市の行為の目的が宗
教的意義をもち、その効果が宗教に対する援助、助長、
促進、圧迫、干渉等になるような一定の限度を超える
行為をいうものと解されています（政教分離原則）。
　憲法第89条が禁止している公金その他の公の財産を
宗教上の組織もしくは団体の使用、便益もしくは維持
のために支出すること、またはその利用に供すること
というのも、前記と同じ基準によって判断することに
なります（昭和52年７月13日最高裁判決など参照）。
　監査委員が行った現地調査や、関係者等に対する事
情聴取の結果、民家は、宗教的外観はほとんどなく、
また、神社の神事に使用されている建物でもありませ
んでした。民家は、市の文化財に指定されていますが、
工事の着工前も完了後も、一般に観光資源として利用
されています。民家は、観光用のホームページやパン
フレットにも多数利用され、工事の様子を撮影した写
真は、大滝観光協会のホームページ「2005年新着情報」
や平成19年のカレンダーに掲載されているなど、当初
の工事計画の意図どおり、観光的役割を果たしている
と認めました。
　従って、この工事は、特定の宗教に対する援助、助長、
促進、圧迫、干渉等になるようなものではないと考え
られますので、請求人がいう①から③の違反はないも
のと判断しました。
　三峰山駐車場周辺整備工事は、市が三峰地域の観光
の拠点となっている駐車場や民家を改修し、また野外
ステージなども新設して、この地域の誘客や地域振興
を積極的に図る目的で行ったものであり、改修後の民
家は、前記のとおり、実際に観光資源として利用され
ているものと認められますので、請求人がいう④から
⑥の違反もないものと判断しました。
　以上のことから、本件請求については、理由がない
と判断しました。

三峰神領民家茅葺屋根葺替工事に係る住民 監査請求の監査結果について公表します三峰神領民家茅葺屋根葺替工事に係る住民

　地方自治法第242条第４項の規定に基づき、三峰神領民家茅葺屋根葺替工事に係る住民監査請求の監査結果を公表
します。
　なお、詳細については、市ホームページに掲載されているほか、監査事務局（本庁舎３階）で閲覧することができ
ます。（閲覧期間　８月末まで）
問い合わせ　監査事務局　☎２５－５２２５（直通）

茅葺屋根葺替工事完了後の三峰神領民家茅葺屋根葺替工事完了後の三峰神領民家

市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率 100％再生紙を使用しています。
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秩父市の財務諸表（バランスシート）を秩父市の財務諸表（バランスシート）を
公表します公表します

　市では、「普通会計バランスシート」、「連結バランスシート」および「平成17年度　秩父市の各バランスシ
ート総括表」を作成しました。「総括表」は、資産と負債（借金）を市民１人当たりに換算して比較したもの
で、負債よりも資産が大幅に上回り、健全財政を維持していることを示しています。
　市では、引き続き行財政改革を強力に進め、健全財政を維持していきます。
問い合わせ　会計課　☎２5－5２１9（直通）

平成17年度　秩父市普通会計バランスシート（平成18年３月31日現在）

借　　　　方
［資産の部］
１．有 形 固 定 資 産

⑴総 　 務 　 費 6,294,237
⑵民 　 生 　 費 6,557,485
⑶衛 　 生 　 費 8,340,940
⑷労 　 働 　 費 243,312
⑸農林水産業費 15,519,999
⑹商 　 工 　 費 2,927,908
⑺土 　 木 　 費 65,647,688
⑻消 　 防 　 費 670,044
⑼教 　 育 　 費 42,881,075
⑽そ 　 の 　 他 7,273,923

計 156,356,611
　　　　（うち土地） （92,955,991）
有形固定資産合計 156,356,611
２．投　　資　　等

⑴投資及び出資金 3,663,190
⑵貸 　 付 　 金 158,867
⑶基　　　　　金
　①特定目的基金 6,383,883
　②土地開発基金 949,454
　③定額運用基金 675,046
基 金 計 8,008,383
⑷退職手当組合積立金 470,897

投 資 等 合 計 12,301,337
３．流　動　資　産

⑴現 金 ・ 預 金
　①財政調整基金 1,936,289
　②減 債 基 金 35,658
　③歳 計 現 金 2,154,812
現 金・ 預 金 計 4,126,759
⑵未 　 収 　 金
　①地　方　税 828,273
　②そ　の　他 50,369
未 収 金 計 878,642

流 動 資 産 合 計 5,005,401
資　 産　 合　 計 173,663,349

貸　　　　方
［負債の部］
１．固　定　負　債

⑴地 　 方 　 債 23,231,177
⑵債務負担行為
　①物件の購入等 0
　②債務保証又は損失補償 0
債務負担行為計 0
⑶退職給与引当金 3,874,026

固 定 負 債 合 計 27,105,203
２．流　動　負　債

⑴翌年度償還予定額 2,279,286
⑵翌年度退職給与金 118,998
⑶翌年度繰上充用金 0

流 動 負 債 合 計 2,398,284
負 債 合 計 29,503,487

［正味資産の部］
１．国庫支出金 9,216,391
２．都道府県支出金 11,778,079
３．一般財源等 123,165,392

正 味 資 産 合 計 144,159,862
負債・正味資産合計 173,663,349

※債務負担行為に関する情報　　　①物件の購入等に係るもの 0千円（本表に計上したものを除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　②債務保証および損失補償に係るもの 0千円（本表に計上したものを除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　③利子補給等に係るもの 0千円
※［負債の部］の１.固定負債「⑴地方債　23,231,177千円」および２.流動負債「⑴翌年度償還予定額　2,279,286千円」の合計額　25,510,463千円
中、地方交付税により手当てされる割合は約50.1％で、金額は12,777,995千円となります。

（単位：千円）

みんなで追放  危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…
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　バランスシートは、企業等の財政状況を明らかにするため、一定の時点においてその企業等が所有するすべての資
産や負債等を総括的に表示した財務報告書です。左側を「借方」といい「資産」を記載します。一方、右側は「貸方」
といい「負債」および「資本」を記載しますが、地方公共団体のバランスシートでは、民間企業のバランスシートと
異なり、「資本」を「正味資産」と表現しています。借方の「資産」では、土地、建物、現金等の市の資産（市民の
財産）の金額を表示し、貸方の「負債」（将来の世代の負担）では、地方債の償還金、第三セクターへの損失補償額、
退職給与引当金などの負債額を表示します。また、同じ貸方の「正味資産」は、今までの世代の方が負担した金額や
国・県からの補助金を表示しますが、借方の金額と貸方の金額とは必ず一致するため「資産」＝「負債」＋「正味資
産」となります。

１．バランスシート作成上の前提条件
　　総務省が作成したマニュアルを基本とし、更に現実性を高めるために土地等を時価評価額により作成しました。
⑴対象とする会計は、普通会計です。秩父市の普通会計は、一般会計から介護サービス事業費を除き、また、一般
会計内でやり取りをした歳入歳出額を差し引き（純計）した会計となっています。
⑵作成基準日は、平成18年３月31日です。 なお、出納整理期間（平成18年４月１日～平成18年５月31日）の収入支
出については、基準日までに終了したものとして処理をしました。
⑶基礎数値は、原則として、昭和44年度以降の地方財政状況調査（決算統計）のデータを使用しました。
なお、有形固定資産では、すべての保有土地の他、昭和43年度以前に建設した本庁舎や市民会館等を加え、投資
及び出資金では、現存するものに限り計上しました。
⑷時価評価の対象は、土地および市場価格がわかる株式とし、特に、土地については、次の基準により評価しました。
宅地比準土地は、平成18年７月１日現在の標準宅地鑑定価格の80％、山林比準土地は、相続税路線価の5/4（1.25
倍）、市道・街路・森林管理道等は、旧４市町村ごとの平均鑑定価格の30％としました。

　⑸ 固定・流動の区分については、原則として一年基準を採用しました。

２．普通会計バランスシートのあらまし
［　資　産　の　部　］
⑴有形固定資産は、土地、建物等長期間にわたり使用することができる資産で、土地を除く建物等は、定額法によ
り残存価格が０円になるまで減価償却を行っています。主なものは次のとおりです。
総務費（本庁舎、市民会館）、民生費（ほのぼのマイタウン、ふれあいセンター）、衛生費（保健センター、聖地
公園）、農林水産業費（吉田元気村、森林管理道）、商工費（みどりが丘地区センター）、土木費（市営住宅、道路、
橋梁）、教育費（小中学校、体育館、公民館、文化体育センター）   
⑵投資及び出資金は、現存するものに限り計上しました。 なお、時価評価した有価証券は、㈱りそなホールディン
グスおよび秩父鉄道㈱の株券です。
⑶貸付金の主なものは、地域総合整備資金貸付金、高額療養費資金貸付制度運営資金預託金、福祉資金運営資金預
託金、水洗便所改造資金貸付金などです。

　⑷基金は、条例に基づいて設置された特定目的基金、土地開発基金、定額運用基金等で、14あります。
　⑸退職手当組合積立金は、埼玉県市町村総合事務組合の保有する資産のうち、秩父市の持分相当額を計上しました。
　⑹未収金（地方税）の主なものは、固定資産税、個人・法人市民税、都市計画税などです。
　⑺未収金（その他）の主なものは、住宅使用料、保育所・保育園保護者負担金などです。

［　負　債　の　部　］
⑴地方債は、バランスシート作成基準日における地方債残高から、流動負債に計上した「翌年度償還予定額」を控
除した額となっています。
⑵退職給与引当金は、年度末に職員全員が普通退職したと想定した場合の要支給額で、流動負債に計上した「翌年
度退職給与金」を控除した金額を計上しました。
⑶翌年度償還予定額は、バランスシート作成基準日における地方債残高のうち、翌年度に予定されている元金償還
額を計上しました。

　⑷翌年度退職給与金は、翌年度に普通退職をする職員に支給する退職給与引当金を計上しました。

［　正　味　資　産　の　部　］
⑴国庫支出金は、有形固定資産に充当された国からの補助金等で、土地以外は、充当された有形固定資産と同じ耐
用年数により減価償却を行っています。
⑵都道府県支出金は、有形固定資産に充当された県からの補助金等で、土地以外は、充当された有形固定資産と同
じ耐用年数により減価償却を行っています。

　⑶一般財源は、各種資産を形成するために、市民の皆さんが負担した金額です。

秩父市普通会計バランスシートのあらまし
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平成17年度　秩父市の連結バランスシート（平成18年３月31日現在）

借　　　　方

［資産の部］

１．有 形 固 定 資 産

⑴総　　　務　　　費 6,294,237

⑵民　　　生　　　費 6,557,485

⑶衛　　　生　　　費 8,340,940

⑷労　　　働　　　費 243,312

⑸農 林 水 産 業 費 15,519,999

⑹商　　　工　　　費 2,927,908

⑺土　　　木　　　費 65,647,688

⑻消　　　防　　　費 670,044

⑼教　　　育　　　費 42,881,075

⑽そ　　　の　　　他 48,371,110

計 197,453,798

　　　（う　ち　土　地） （97,864,579）

有 形 固 定 資 産 合 計 197,453,798

２．投　　　資　　　等

⑴投 資 及 び 出 資 金 578,378

⑵貸　　　付　　　金 158,867

⑶基　　　　　　　金 8,335,654

⑷退職手当組合積立金 643,975

⑸そ　　　の　　　他 3,116,084

投 資 等 合 計 12,832,958

３．流　　動　　資　　産

⑴現 金 ・ 預 金 9,007,190

⑵未　　　収　　　金 2,060,630

⑶そ　　　の　　　他 83,675

流 動 資 産 合 計 11,151,495

４．繰　　延　　資　　産 12,514 12,514

資 　 産　 合　 計 221,450,765

（単位：千円）

※債務負担行為に関する情報　　　①物件の購入等に係るもの 0千円（本表に計上したものを除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　②債務保証および損失補償に係るもの 0千円（本表に計上したものを除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　③利子補給等に係るもの 0千円
※［負債の部］の１.固定負債「⑴地方債　35,765,261千円」および２.流動負債「⑴翌年度償還予定額　3,257,380千円」の合計額　39,022,641千円
中、地方交付税により手当てされる割合は約44.4％で、金額は17,344,991千円となります。

貸　　　　方

［負債の部］

１．固　　定　　負　　債

⑴地　　　方　　　債 35,765,261

⑵債 務 負 担 行 為 0

⑶退 職 給 与 引 当 金 5,321,827

⑷そ の 他 引 当 金 2,738,952

固 定 負 債 合 計 43,826,040

２．流　　動　　負　　債

⑴翌年度償還予定額 3,257,380

⑵翌年度退職給与金 138,831

⑶翌年度繰上充用金 0

⑷そ　　　の　　　他 613,369

流 動 負 債 合 計 4,009,580

負 債 合 計 47,835,620

［正味資産の部］

１．国 庫 支 出 金 16,273,749

２．都道府県支出金 13,510,503

３．一 般 財 源 等 143,830,893

正 味 資 産 合 計 173,615,145

負 債・ 正 味 資 産 合 計 221,450,765



❼

１．秩父市の連結バランスシート
　秩父市の財政状況をより透明性の高いものとするため、秩父市のすべての会計（普通会計、企業会計、特別会計）
が保有する資産や負債の総額に、秩父市と連携協力して行政サービスの向上に取り組む第三セクター（秩父市の出
資法人）を加えた「秩父市の連結バランスシート」を作成しました。

２．バランスシート作成上の前提条件
　総務省のマニュアルに基づき作成しました。なお、秩父市の連結バランスシート作成上の前提条件は次のとおり
です。
　⑴連結の範囲
　　連結対象法人は、秩父市の出資比率が50％以上の第三セクターとしました。
　　◎連結対象法人　　（　）内は出資比率を示します。　　　　　　　　　　　　　

株式会社　龍勢の町よしだ（96％）、株式会社　源流郷おおたき（80％）、有限会社　ちちぶ観光機構（71％）、
有限会社　秩父浦山ダム振興センター（80％）、財団法人　秩父市地域振興公社（100％）、社会福祉法人　秩父市
社会福祉事業団（100％）　

⑵基準日は、平成18年３月31日です。
⑶会計間および第三セクターとの調整（相殺）
　会計間および第三セクターとの調整（相殺）は、次のとおりです。
　　投資および出資金（普通会計から水道会計・病院会計へ出資） ▲2,819,862千円
　　投資および出資金（普通会計から第三セクターへ出資） ▲264,950千円
　　未収金（水道会計と普通会計間、水道会計と下水道会計間） ▲21,222千円

秩父市の連結バランスシートのあらまし

区    　　分
普通会計バランスシート 連結バランスシート

総　　額 市民１人当たり 総　　額 市民１人当たり
資産の部 千　　円 円 千　　円 円
有形固定資産 156,356,611 2,168,818 197,453,798 2,738,876

投　資　等 12,301,337 170,631 12,832,958 178,006

流 動 資 産 5,005,401 69,430 11,151,495 154,682

繰 延 資 産 12,514 173

資 産 合 計 173,663,349 2,408,879 221,450,765 3,071,737
負債の部
固 定 負 債 27,105,203 （15,466,638） 375,976 （214,537） 43,826,040 （27,927,064） 607,910 （387,376）

流 動 負 債 2,398,284 （1,258,853） 33,266 （17,462） 4,009,580 （2,563,565） 55,616 （35,559）

負 債 合 計 29,503,487 （16,725,491） 409,242 （231,999） 47,835,620 （30,490,629） 663,526 （422,935）
正味資産の部
正 味 資 産 合 計 144,159,862 1,999,637 173,615,145 2,408,211
負債・正味資産合計 173,663,349 2,408,879 221,450,765 3,071,737

※秩父市の人口　72,093人（外国人登録を含みます。）

※（　）内の金額は、地方債（翌年度償還予定額を含む）の償還において、地方交付税により手当てされる金額を除いた秩父市の実質負担額を記載
しました。
　なお、地方交付税により手当てされる金額は、普通会計バランスシートでは地方債償還額の約50.1％、連結バランスシートでは地方債償額の約
44.4％です。

平成17年度　秩父市の各バランスシート総括表（平成18年３月31日現在）

　上の表から、普通会計では、市民１人当たり約241万円の資産を持っている一方、実質的な負債（借金）は約23万
円となっていることがわかります。また、連結バランスシートでも、市民１人当たり約307万円の資産を持っている
一方、実質的な負債（借金）は約42万円であり、保有資産のほうが負債を上回っていることから、健全な財政が維持
されていることがわかります。
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秩
父
川
瀬
祭
は
夏
の
流
行
病
、
風
水

害
、
害
虫
を
排
除
し
、
健
全
な
生
活
を

送
り
た
い
と
い
う
願
い
を
神
様
に
お
祈

り
す
る
お
祭
り
で
す
。
ま
た
、
秩
父
夜

祭
が
大
人
の
お
祭
り
で
あ
る
の
に
対
し
、

秩
父
川
瀬
祭
は
子
ど
も
の
お
祭
り
と
言

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を

祈
願
し
た
お
祭
り
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　新たな夏祭りとなった「吉田よいと

こ祭」が８月19日㈰に開催されます。

　午後３時から寄席太鼓、グラウンド

ゴルフ大会、特産品販売や夏の夕べミ

ニコンサートなどのイベントが行われ

ます。午後８時からは花火大会を開始

し、スターマインや尺玉、メッセージ

花火の打ち上げを予定しています。（メ

ッセージ花火募集中）

　皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひお

越しください。

ところ　吉田取方総合運動公園
※無料駐車場（300台）あり

問い合わせ　吉田よいとこ祭実行委員会
（吉田総合支所地域振興課）

　☎７２－６０８３（直通）

　

秩
父
川
瀬
祭
に
は
県
内
外
か
ら
た
く

さ
ん
の
観
光
客
の
方
が
訪
れ
ま
す
の
で
、

夏
祭
り
対
策
協
議
会
で
は
臨
時
駐
車
場

の
設
置
と
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

臨
時
駐
車
場　

市
営
宮
地
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
普
通
車
２
０
０
台
、
大
型
車
駐
車
可
、

駐
車
料
無
料
）

７
月
19
日
㈭
午
後
１
時
〜
10
時

７
月
20
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
10
時

交
通
規
制　

７
月
19
日
㈭
、
20
日
㈮

　

次
の
箇
所
が
車
両
通
行
禁
止
と
な
り

ま
す
。

•
キ
ン
カ
堂
前
〜
秩
父
地
方
庁
舎
北
交
差
点

•
秩
父
神
社
前
〜
本
町
交
差
点

•
東
町
通
り
、
番
場
通
り

•
本
町
交
差
点
〜
武
之
鼻
橋
（
川
瀬
斎

場
祭
の
た
め
、
20
日
㈮
午
後
０
時
30

分
〜
５
時
30
分
の
み
）

問
い
合
わ
せ　

夏
祭
り
対
策
協
議
会
（
観
光

振
興
課
内
）
☎
25

－

５
２
０
９
（
直
通
）

「吉田よいとこ祭」「吉田よいとこ祭」

サマーフェスティバルサマーフェスティバル

　　　　　２００７開催　　　　　２００７開催

もうすぐもうすぐ
秩父川瀬祭です秩父川瀬祭です

臨
時
駐
車
場
と
交
通
規
制

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
７月12日・26日
８月９日 ７月29日 ７月29日を除く土・日・祝

17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分

８時30分～
17時15分

市民課・保険年金課・こども課・収
納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録・証明書、
所得課税証明書など税証明の発行

③転入、転出、転居届等の事務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、老人保
健に関する業務

⑥保育所、児童手当、子育て支援等に
関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑証
明書や所得課税証明
書など税証明の発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※最終日曜窓口・休日窓口のお昼時は混雑するため、手続きに時間がか
かる場合があります。ご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
７/10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 ８/1 ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

　

８
月
11
日
㈯
に
行
わ
れ
る
、
第
二
回

納
涼
花
火
大
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
を

募
集
し
ま
す
。

　

打
ち
上
げ
場
所
は
、
道
の
駅
ち
ち
ぶ

の
裏
側
、
秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱
の

敷
地
内
で
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
尺
玉
を

含
む
数
百
発
の
単
発
花
火
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
納
涼
花
火
大
会
に
あ
わ
せ
て

道
の
駅
ち
ち
ぶ
の
駐
車
場
で
は
、
縁
日

コ
ー
ナ
ー
や
昔
を
懐
か
し
む
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
お
祝
い
事
、
広
く
Ｐ
Ｒ

し
た
い
こ
と
な
ど
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
、
あ
な
た
の
花
火
を
打
ち
上
げ
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

ご
希
望
の
方
は
、
道
の
駅
ち
ち
ぶ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

打
上
日
時　

８
月
11
日
㈯
午
後
７
時
30
分
〜

受
付
期
間　

７
月
23
日
㈪
ま
で

費　

用　

１
０
，
０
０
０
円
〜

※
今
年
は
納
涼
花
火
大
会
を
実
施
す
る

た
め
、
秩
父
川
瀬
祭
花
火
大
会
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

道
の
駅
ち
ち
ぶ

　

☎
21

－

２
２
６
６

納
涼
花
火
大
会

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
を
募
集
し
ま
す
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市
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
、
秩
父

市
に
関
す
る
優
れ
た
調
査
・
研
究
・
実
践

等
に
対
し
、
小
学
生
に
は
「
子
ど
も
ち
ち

ぶ
学
士
」、
中
学
生
に
は
「
子
ど
も
ち
ち

ぶ
博
士
」
の
称
号
を
授
与
し
、
そ
の
努
力

を
た
た
え
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
内
容
を
募
集
し
ま
す

　

秩
父
市
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産
業

等
に
関
す
る
継
続
的
な
調
査
・
研
究
な
ら

び
に
各
自
の
技
能
・
体
力
向
上
の
た
め
の

複
数
年
に
わ
た
る
継
続
的
な
取
組
な
ど

こ
ん
な
ま
と
め
方
が
で
き
ま
す

（
例
１
）
夏
休
み
の
自
由
研
究
で
、
科
学

教
育
振
興
展
覧
会
や
社
会
科
展
覧
会
に
出

品
し
た
作
品
を
所
定
の
様
式
に
ま
と
め
る
。

（
例
２
）
長
い
期
間
に
わ
た
り
続
け
て
い

る
習
い
事
や
地
域
で
の
活
動
の
経
過
・
成

果
を
所
定
の
様
式
に
ま
と
め
る
。

（
例
３
）
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
で
、

地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
継
続
的
に
調
べ
た

こ
と
を
所
定
の
様
式
に
ま
と
め
る
。

※
「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」「
子
ど
も
ち

ち
ぶ
博
士
」
の
称
号
授
与
は
、
小
中
学

校
在
学
中
そ
れ
ぞ
れ
１
回
限
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
小
中
学
校
の
担
当
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
教
育
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
研
究
所
☎
22

－

２
４
４
６

子どもちちぶ学士子どもちちぶ学士
子どもちちぶ博士子どもちちぶ博士
を募集しますを募集します

運動の重点目標
①児童・生徒の交通事故防止
　朝の通勤・通学時、ドライバーは歩行者や自転車に注意
しながら運転しましょう。通学中の子どもを見かけたら減
速し、不意な飛び出しなどに注意しましょう。
　交通事故に遭わないために、子どもたちと交通ルールに
ついて話してみましょう。
②自転車の安全利用の推進
　夕暮れ時・夜間には必ずライトを点灯し、反射材をつけ
ましょう。自転車もときには加害者になることがあります。
交通ルールの遵守と交通マナーの向上に努めましょう。
③飲酒運転の根絶と安全な車間距離の保持
　ドライバーは、飲酒をしたら絶対に運転してはいけませ
ん。家庭・地域・職場で、飲酒運転をさせない環境づくり
を推進し、飲酒運転の根絶に取り組みましょう。
　交通事故の約３割は追突事故です。走行速度や停止距離
を意識し、安全な車間距離を保持しましょう。
問い合わせ　市民生活課　☎２５－５２００（直通）

夏の交通事故防止運動が始まります夏の交通事故防止運動が始まります
７月15日㈰～24日㈫

皆さんこんにちは。今、年金のことが大問

題になっているところですね。中でも被保険

者の納付記録がわからなくなっていて、自分

の記録はどうなっているのかご心配の方も多

いことでしょう。中には古い納付記録と突き

合せが必要になることもあると思います。

でも皆さん、ご安心ください。秩父市では、

国民年金法が施行された昭和36年から昭和63

年までの古い名簿約６万５千件が旧市町村単

位で倉庫に大切に保存されています。

この名簿は、平成14年４月に国民年金納付

業務が社会保険事務所に移管された後、名簿

の保管義務はなくなったため廃棄する市町村

もありましたが、旧4市町村とも、それまで

職員が手塩にかけ苦労して作成、保存してき

たデータを廃棄するのは忍びなく、保管し続

けてきたそうです。

現在、社会保険事務所を通じて、過去の納付

記録の照会がたくさんありますが、市では今月

から確認できる限りの情報を希望される市民の

皆さんに無料で交付し、１人でも多くの方の不

安を解消すべく努力します。そして、老後を安

心して暮らせる

「助けあい 温も

りのまち ちちぶ」

づくりに、これ

からも励んでい

きます。

さあ、ますま

す暑くなります。

お体にお気をつ

けてお過ごしく

ださい。
保存記録の倉庫確認保存記録の倉庫確認
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あなたの声を聞かせてください

地域懇談会地域懇談会地域懇談会助けあい 温もりのまち助けあい 温もりのまち

を開催しますを開催します
　市民の皆さんと協働のまちづくりを進めるため、皆さんと市長が市政について直接話し合う場として、地
域懇談会を開催します。
　当日は、市長がこれからの秩父市のまちづくりについてお話しし、その後、皆さんと意見交換を行います。
市政全般について話し合い、その結果は今後の市政に反映させます。
　子どものこと、地域のこと･･･ご意見・ご要望、どんなことでもかまいません。誰もが「住んでいてよかっ
た」と思える秩父市を目指して、ぜひ皆さんの声をお聞かせください。
　申込みは不要です。また、対象地域を指定していますが、ご都合に合わせてお近くの会場へお越しください。
　なお、事前にご意見を募集しています。住所・氏名・参加いただける会場名を明記のうえ、下記までお寄
せください。

月　日 対象地域 会　　　場 駐　車　場

７月25日㈬ 大 滝 地 域 大滝老人福祉センター 集会室 大滝老人福祉センター駐車場

８月２日㈭ 西 小 学 校 区 域 西小学校 体育館 西小学校校庭

８月８日㈬ 荒川東小学校区域 荒川農村環境改善センター 多目的ホール 荒川中学校駐車場

８月21日㈫ 吉 田 地 域 やまなみ会館 多目的ホール やまなみ会館駐車場

８月29日㈬ 久 那 地 域 久那公民館 集会室 久那小学校校庭

10月１日㈪ 影 森 地 域 影森小学校 体育館 影森小学校校庭

10月９日㈫ 尾 田 蒔 地 域 尾田蒔小学校 体育館 尾田蒔小学校校庭

10月12日㈮ 荒川西小学校区域 荒川西小学校 体育館 荒川西小学校校庭

10月24日㈬ 原 谷 地 域 原谷小学校 体育館 市営原谷グラウンド

11月２日㈮ 高 篠 地 域 高篠小学校 体育館 高篠小学校校庭

11月６日㈫ 花の木小学校区域 花の木小学校 体育館 花の木小学校校庭

11月８日㈭ 大 田 地 域 大田小学校 体育館 大田小学校校庭

11月15日㈭ 秩父第一小学校区域 秩父第一小学校 体育館 市営宮地グラウンド

11月20日㈫ 南 小 学 校 区 域 歴史文化伝承館 ホール 市役所構内駐車場

開催日時・会場　各会場とも午後７時～

　また、次の皆さんを対象としての地域懇談会も開催します。
○市内で商業・工業・観光業を営んでいる方
と　き　８月23日㈭　午後７時～　
ところ　市民会館 ３階第１会議室
○体育協会・レクレーション協会等スポーツ関係団体の方
と　き　11月13日㈫　午後７時～
ところ　市民会館 ３階第１会議室
問い合わせ　広報広聴課　☎２２－２５０５（直通）　 ２４－７２７２
〒３６８－８６８６　熊木町８－１５　Ｅメール　koho@city.chichibu.lg.jp
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市
で
は
「
に
ぎ
わ
い
と
感
動
を
呼
ぶ

交
流
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
昨

年
か
ら
秩
父
芸
術
祭
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
秩
父
芸
術
祭
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
宝
く
じ
の
普

及
啓
発
を
兼
ね
た
盛
大
な
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
21
日
㈮
午
後
６
時
開
場
、

６
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

「
宝
く
じ
ま
ち
の
音
楽
会
」

「
宝
く
じ
ま
ち
の
音
楽
会
」

  
南
こ
う
せ
つ
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ウ
ー
フ
ァ
ン

南
こ
う
せ
つ
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ウ
ー
フ
ァ
ン

　

心
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト

　

心
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト

秩
父
芸
術
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

秩
父
芸
術
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

入
場
料

宝
く
じ
助
成
に
よ
る
特
別
料
金
・
前
売

一
般　
　
　
　
　
　
　

２
，
０
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　
　

１
，
０
０
０
円

（
全
席
指
定
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱

　

道
の
駅
（
ち
ち
ぶ
・
龍
勢
会
館
・
大

滝
温
泉
・
あ
ら
か
わ
）、
チ
ケ
ッ
ト
ヤ

オ
、
秩
父
楽
器
サ
ー
ビ
ス

※
チ
ケ
ッ
ト
は
１
人
２
枚
ま
で

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

７
月
23
日
㈪
〜

出
演
者　
南
こ
う
せ
つ
、ウ
ー
フ
ァ
ン（
中

国
古
筝
奏
者
）、
地
元
合
唱
団
（
ふ
る
さ
と

秩
父
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
）
の
皆
さ
ん

主
な
予
定
曲
目

　

神
田
川
、
妹
、
夢
一
夜
ほ
か

※
未
就
学
児
の
入
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
「
宝

く
じ
ま
ち
の
音
楽
会
」
担
当　

ふ
る
さ

と
創
造
課
☎
22

－

２
８
２
３
（
直
通
）

　

市
で
は
、
秩
父
芸
術
祭
の
一
環
と
し

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
い
た
ま
放
送
局
と
共
催
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
ひ
る
の
散
歩
道
」
の

公
開
収
録
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
番
組
は
多
彩
な
歌
手
を
招
い
て
、

歌
と
お
し
ゃ
べ
り
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

繰
り
広
げ
る
お
昼
の
人
気
ラ
ジ
オ
番
組

で
す
。

　

観
覧
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券

（
事
前
の
申
込
み
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

と　

き　

10
月
５
日
㈮
午
後
６
時
〜
７

時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

出
演
者　

水
牧
あ
さ
実
、
新
沼
謙
治
、

美
川
憲
一
（
放
送
順
）

放
送
予
定　

10
月
15
日
㈪
水
牧
あ
さ
実
、

16
日
㈫
新
沼
謙
治
、
17
日
㈬
美
川
憲
一

　

午
後
０
時
30
分
〜
０
時
55
分
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
お
よ
び
Ｆ
Ｍ
・
全
国
放

送
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面

に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
返
信
あ
て
先
面
に
も
必
ず
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。）

定　

員　

１
，
０
０
０
人
（
予
定
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う
え

入
場
整
理
券（
１
枚
で
２
人
入
場
可
）

を
お
送
り
し
ま
す
。

あ
て
先　

〒
３
６
８

－

８
６
８
６

熊
木
町
８

－

15　

市
役
所
広
報
広
聴
課

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ひ
る
の
散
歩
道
」
係

申
込
締
切　

９
月
７
日
㈮
必
着

※
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

主
催
者
間
で
取
り
扱
い
、
抽
選
結
果

の
連
絡
の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
番
組
・

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、
受
信
料
の
お
願

い
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課

　

☎
22

－

２
５
０
５
（
直
通
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

　
　
「
ひ
る
の
散
歩
道
」
公
開
収
録

　
　
「
ひ
る
の
散
歩
道
」
公
開
収
録

秩
父
芸
術
祭
記
念

秩
父
芸
術
祭
記
念

▲新沼謙治さん

▲美川憲一さん

水牧あさ実さん

▲

※平成19年４月に「林あさ美」
さんから改名しました。
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子どもたちの子どもたちの

安全確保に安全確保に

ご協力くださいご協力ください

　

日
本
国
籍
を
有
し
昭
和
62
年
７
月
30

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
４
月
11
日
ま

で
に
秩
父
市
に
住
民
登
録
を
し
、
本
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

　

な
お
、
４
月
12
日
以
降
に
本
市
に
転

入
届
出
を
し
た
方
で
、
前
住
所
地
の
市

町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
は
、
前
住
所
地
で
の
投
票
に
な
り

ま
す
。

　

６
月
21
日
以
降
、
市
内
転
居
の
届
出

を
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本

庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
の
、
ど
の
期
日

前
投
票
所
で
も
投
票
が
で
き
ま
す
の
で

入
場
券
を
持
参
の
う
え
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
本
庁
と
各
総
合
支
所
の
期

日
前
投
票
所
は
投
票
期
間
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

朝
日
・
埼
玉
・
産
経
・
東
京
・
日
経
・

毎
日
・
読
売
の
朝
刊
に
折
込
み
、
配
布

し
ま
す
。

　

右
記
以
外
の
新
聞
を
購
読
の
方
、
未

購
読
の
方
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま

す
。
ま
た
、
市
役
所
・
各
総
合
支
所
・

各
公
民
館
に
て
配
布
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
22

－

８
２
０
０
（
直
通
）

　

７
月
20
日
㈮
か
ら
市
内
の
小
中
学
校

が
夏
休
み
に
入
る
た
め
、
市
内
で
子
ど

も
た
ち
が
出
か
け
る
光
景
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
立
ち
寄
る
場
所
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
本
来
の
遊
び
場
で
は
な

い
所
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
好
奇
心
か

ら
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
所
の
多
く
は
「
人
か

ら
見
え
に
く
い
」
場
所
で
、
逆
に
言
え

ば
「
不
審
な
人
物
が
い
て
も
分
か
ら
な

い
」
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
目
に
つ
か
な
い
場
所
は
、
不
審
者
が

怪
し
ま
れ
ず
に
近
づ
い
た
り
、
逃
げ
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
と
も
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
自
宅
近
く
に
こ
の
よ
う

な
場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
子
ど
も
た

ち
へ
立
ち
寄
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

い
た
だ
き
、
安
全
確
保
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

夏
休
み
中
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
や

遊
具
の
あ
る
公
園
な
ど
に
集
ま
っ
て
遊

ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
、
市
が
管
理
す
る

施
設
な
ど
を
利
用
す
る
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
施
設
な
ど
で
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
、
市
で
は
６
月
か
ら
子
ど

も
た
ち
が
使
用
す
る
市
の
施
設
や
遊
具

な
ど
の
安
全
確
認
点
検
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
先
月
、
防
火
水
槽
の
蓋
が
ず
れ

た
所
に
児
童
が
片
足
を
踏
み
込
む
と
い

っ
た
事
例
も
報
告
さ
れ
た
た
め
、
消
防

団
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
内
の
す
べ

て
の
防
火
水
槽
の
安
全
点
検
も
合
わ
せ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
市
で
は
、
施
設
の
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
市
の

施
設
を
利
用
す
る
際
、
ま
た
ご
自
宅
付

近
の
公
共
物
で
危
険
と
思
わ
れ
る
も
の

な
ど
、
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
市
役
所
へ
の
連
絡
、
あ
わ
せ
て
子

ど
も
た
ち
へ
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
使
用

で
き
る
安
全
な
施
設
や
遊
具
を
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課

　

☎
22

－

２
２
０
６
（
直
通
）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日
は
７
月
29
日
㈰
で
す

投
票
開
始
時
間　

午
前
７
時
〜

※
終
了
時
刻
は
投
票
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
入
場
券
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

秩
父
市
で
投
票
で
き
る
方

市
内
転
居
者
の
投
票

期
日
前
投
票

選
挙
公
報
の
配
布

選挙くん

期日前投票所の場所および期間・時間

場　　所 期　　間 時　　間

秩父市役所　
本庁４階会議室

７月13日㈮

～
７月28日㈯

午前８時30分

～

午後８時

吉　田
大　滝　総合支所
荒　川

７月23日㈪

～

７月28日㈯

午前８時30分

～
午後８時

子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

子
ど
も
た
ち
の

安
心
・
安
全
を

確
保
し
ま
す
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検査項目一覧
1 一般理学的検査 9 血液学的検査
2 身体計測 10 血清学的検査
3 心電図検査 11 生化学的検査
4 肺機能検査 12 糞便検査
5 聴力検査 13 胸・腹部X線検査
6 眼科系検査

14 消化器系（食道・胃・
十二指腸）Ｘ線検査7 腹部超音波検査

8 尿一般検査 15 面接

医療機関名 所在地 電話番号
埼玉医科大学付属病院 入間郡毛呂山町

　大字毛呂本郷38 0492-76-1550
藤間病院総合健診システム 熊谷市末広2-137 048-522-0600
国保町立小鹿野中央病院 小鹿野町小鹿野300 75-2332
秩 父 病 院 宮側町16-12 22-3022
関 根 医 院 日野田町2-19-27 23-0777
秩 父 第 一 病 院 中村町2-8-14 25-0311
あ ら い ク リ ニ ッ ク 本町1-18 25-2711
秩 父 生 協 病 院 阿保町1-11 23-1300
ライフサポートクリニック 川口市

　東領家4-11-23 048-223-2576

皆 野 病 院 皆野町
大字皆野2031-1 62-6300

倉林外科胃腸科医院 黒谷305-2 23-0968

指定医療機関一覧（順不同・敬称略）

　

市
で
は
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対
象
に
、

年
度
内
に
１
回
に
限
り
人
間
ド
ッ
ク
検

診
料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対　

象

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

⑴
検
診
日
に
、
資
格
を
取
得
し
て
か
ら

６
か
月
以
上
経
過
し
て
い
る
方

⑵
検
診
日
に
、
満
35
歳
以
上
の
方

⑶
申
請
時
に
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
方

申
請
方
法　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
指
定
医

療
機
関
に
あ
ら
か
じ
め
検
診
の
申
込
み

を
し
、
予
約
が
取
れ
ま
し
た
ら
保
険
証

を
持
参
の
う
え
、
保
険
年
金
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

検
査
項
目
は
一
覧
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
指
定
医
療
機
関
に
よ
り
検
査
費

用
が
違
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

補
助
額　

２
８
，
０
０
０
円
（
１
年
度

１
回
限
り
）

補
助
方
法　

申
請
し
該
当
す
る
と
「
秩
父

35歳以上の
　国保加入者の方に
　人間ドック検診料を
　　　補助します

市
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
検
診
利

用
券
」
を
交
付
し
ま
す
。
受
診
当
日
に

指
定
医
療
機
関
に
こ
の
利
用
券
を
提
出

す
る
と
、
検
診
料
か
ら
補
助
金
額
２
８
，

０
０
０
円
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※
特
定
年
齢
人
間
ド
ッ
ク

　

平
成
19
年
度
中(

４
月
１
日
〜
平
成

20
年
３
月
31
日
）
に
50
歳(

昭
和
32
年

４
月
１
日
〜
昭
和
33
年
３
月
31
日
生
ま

れ)

ま
た
は
60
歳(

昭
和
22
年
４
月
１

日
〜
昭
和
23
年
３
月
31
日
生
ま
れ)

に

な
る
方
は
自
己
負
担
が
２
，
０
０
０
円

で
人
間
ド
ッ
ク
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

19
年
度
中
に
受
け
な
い
と
通
常
の
助

成
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
今
年
度
中

に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
担
当

　

☎
25

－

５
２
０
１
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

　

平
成
19
年
７
月
１
日
か
ら
乳
幼
児
医

療
費
支
給
制
度
の
名
称
を
「
こ
ど
も
医

療
費
支
給
制
度
」
に
改
め
、
対
象
を
満

９
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
に
つ
い
て
は
、

申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

手
続
き
の
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
こ
ど

も
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
13
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
の

乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
就
学
時
に
新
し

い
受
給
資
格
証
を
発
行
し
ま
す
。

開
始
日

　

平
成
19
年
７
月
１
日
診
療
分
か
ら

対　

象　

　

市
内
在
住
の
０
歳
児
か
ら
満
９
歳
に

達
し
た
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
方
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
お
よ
び
外
国
人
登
録
さ
れ

て
い
る
方

支
給
内
容　

　

各
医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
医
療
費

の
一
部
負
担
金
（
た
だ
し
、
高
額
療
養

費
お
よ
び
附
加
給
付
金
は
除
く
）

※
平
成
19
年
７
月
１
日
診
療
分
か
ら
、

入
院
時
食
事
療
養
標
準
負
担
額
は
支

給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
医
療
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
必

ず
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

こ
ど
も
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
８
３

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度

こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た

が
始
ま
り
ま
し
た
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埼
玉
県
と
秩
父
市
で
は
、
中
学
校
修

了
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の

方
や
、
妊
娠
中
の
方
の
い
る
家
庭
を
対

象
に
、
県
内
の
店
舗
等
で
商
品
購
入
時

等
に
割
引
な
ど
の
優
待
（
特
典
）
が
受

け
ら
れ
る
、子
育
て
家
庭
優
待
制
度「
パ

パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
、
企
業
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
家
庭
を
応
援

し
よ
う
と
い
う
気
運
を
醸
成
す
る
と
と

も
に
、
子
育
て
家
庭
が
「
地
域
社
会
に

支
え
ら
れ
て
い
る
」、「
子
ど
も
を
持
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
社
会
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
県

内
の
登
録
さ
れ
た
店
舗
、企
業
等
で「
優

待
カ
ー
ド
」
を
提
示
し
た
子
育
て
家
庭

向
け
に
、
代
金
の
割
引
や
飲
み
物
等
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
特
典
を
提
供
す
る

事
業
で
す
。

　

子
育
て
家
庭
優
待
制
度
「
パ
パ･

マ

マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
優
待
カ
ー
ド
」
の
配

布
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対　

象　

中
学
校
修
了
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
の
方
や
、
妊
娠
中
の

方
の
い
る
家
庭

事
業
開
始
日

　

８
月
１
日
㈬
か
ら

協
賛
店
舗
等　

埼
玉
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
秩
父

市
内
の
協
賛
店
舗
等
一
覧
に
つ
い
て
は
、

優
待
カ
ー
ド
の
配
布
時
お
よ
び
こ
ど
も

課
等
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

配
布
方
法　

お
子
さ
ん
が
、
市
内
各
保
育

所
（
園
）、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
に
通

っ
て
い
る
ご
家
庭
に
は
、
７
月
中
旬
に

保
育
所
（
園
）、
幼
稚
園
、
小
中
学
校

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
右
記
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、

こ
ど
も
課
や
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
窓
口
に
お
越

し
の
際
は
、
お
子
さ
ん
や
保
護
者
の
方

の
住
所
や
お
子
さ
ん
の
年
齢
が
確
認
で

き
る
も
の
（
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格

証
、
母
子
手
帳
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課 

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
８
１

協賛店で提示すると割引などの
サービスが受けられます

子育て家庭優待制度子育て家庭優待制度子育て家庭優待制度

プププ
ド」　　　　　　優待カード」
プ
」ド」ド

「パパ･ママ応援ショップ
　　　　　　優待カード」
「パパ･ママ応援ショップ
　　　　　優待カード」
を配布しますまますすすますまを配布しますを配布します

　

市
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
「
秩
父

市
幼
児
教
育
特
区
」
と
し
て
、
国
か
ら

構
造
改
革
特
区
の
認
定
を
受
け
、
市
内

私
立
幼
稚
園
の
協
力
に
よ
り
、
満
３
歳

に
達
す
る
年
度
の
４
月
か
ら
幼
稚
園
へ

の
入
園
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、「
構
造
改
革
特
別
区
域

法
」
の
改
正
が
あ
り
、
平
成
20
年
度
か

ら
は
、
幼
児
教
育
特
区
が
廃
止
に
な
り

ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課

　

☎
25

－

５
２
２
７
（
直
通
）

秩
父
市
幼
児
教
育
特
区
が

秩
父
市
幼
児
教
育
特
区
が

廃
止
さ
れ
ま
す

廃
止
さ
れ
ま
す

　

市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
の
在
園
児
が

い
る
世
帯
に
、
市
民
税
の
所
得
割
課
税

額
に
応
じ
て
、
保
育
料
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対　

象　
市
内
在
住
の
２
歳
、
３
歳
、
４

歳
、
５
歳
児
（
４
月
１
日
現
在
）
を
、
私

立
幼
稚
園
に
就
園
さ
せ
て
い
る
世
帯
で
、

本
年
度
の
市
民
税
所
得
割
課
税
額
が
18

万
３
，
０
０
０
円
以
下
と
な
る
世
帯

申
込
み

　

幼
稚
園
か
ら
配
布
さ
れ
る
用
紙
（
入

園
料
・
保
育
料
減
免
措
置
に
関
す
る
調

書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
市
民

税
の
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
ま
た
は

納
税
通
知
書
の
写
し
と
一
緒
に
、
７
月

18
日
㈬
ま
で
に
在
園
幼
稚
園
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

同
一
世
帯
に
、
２
人
以
上
の

該
当
す
る
園
児
が
い
る
場
合
は
、
各
園

児
ご
と
に
調
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

秩
父
市
以
外
の
私
立
幼
稚
園
に
就
園

し
て
い
る
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
教
育
委
員
会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

幼
稚
園
類
似
施
設
等
に
就
園
し
て
い

る
場
合
は
、
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
幼
稚
園
を
通
じ
て
配
布

さ
れ
る
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
市
民
税
（
所
得
税
の
確
定
申

告
）
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
世
帯

は
審
査
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課

　

☎
25

－

５
２
２
７
（
直
通
）

私
立
幼
稚
園
就
園
費（
保
育
料
）

私
立
幼
稚
園
就
園
費（
保
育
料
）

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

該
当
す
る
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
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秩父市内家庭保育室一覧
施　設　名 所　在　地 電話番号 対象年齢 保育時間（時間外・延長保育時間含）

しあわせ乳児保育園 道生町21－15 23－0626 生後57日から 平　

日

7：30～18：00 土
曜
日

7：30～17：30
めぐみ乳児保育園 下宮地町15－22 22－3509 1か月から 7：30～18：00 7：30～16：00
くまぎ乳児保育園 熊木町19－7 23－0526 1か月から 7：00～18：30 9：00～16：00
※入園の申込み等詳細については、直接施設にお問い合わせください。

秩父市内保育所（園）一覧
保育所（園）名 所　在　地 電話番号 対象年齢 保育時間（時間外・延長保育時間含）

市　
　
　

立

花 の 木 保 育 所 上町3－21－9 22－2217 生後8か月から

平　

日

7：00～19：00

土
曜
日

7：00～19：00
永 田 保 育 所 永田町9－22 22－1805 生後8か月から

7：30～18：30

7：30～18：30
日 野 田 保 育 所 日野田町1－9－27 22－1806 生後8か月から

7：30～12：30
高 篠 保 育 所 山田2194－1 22－2348 2歳から
原 谷 保 育 所 大野原2984 22－5408 2歳から
影 森 保 育 所 下影森1081 22－1544 生後8か月から
吉 田 保 育 所 下吉田3912－3 77－1145 生後8か月から

私　
　
　

立

山 田 保 育 園 山田1578－1 23－1396 生後6か月から

平　

日

7：30～18：30

土
曜
日

7：30～12：30
秩父かなめ保育園 大畑町5－4 23－2022 生後57日から 7：30～17：30 7：30～12：15
秩父若葉保育園 金室町11－4 24－3347 生後4か月から 7：30～18：00 7：30～12：30
たんぽぽ保育園 寺尾1940 24－6217 1歳から 7：50～18：00 8：30～12：30

くわの実保育園 黒谷1179 24－4455 生後57日から
（出生前入所予約可） 7：30～19：00 7：30～13：30

かみたのこども園 荒川上田野993－1 53－4030 生後57日から 7：00～18：00 7：00～12：00

秩 父 保 育 園 東町26－7 22－1385 生後57日から
（※2歳児までが対象） 7：30～18：30 7：30～18：30

※花の木保育所の延長保育（7：00～7：30、18：30～19：00）を利用される場合は、保育料のほかに
延長料金を負担していただきます。
※高篠保育所および原谷保育所は、慣らし保育の期間を考慮し、希望により対象年齢（2歳）になる誕生月の前月
1日から入所することもできます。
※秩父若葉保育園では、土曜日の12：30～17：30の保育について相談に応じます。（ただし、乳児（0歳児）
は除きます。）
※入所申込書は、保育所へ提出することもできます。

保育所（園）の入所について保育所（園）の入所について保育所（園）の入所について保育所（園）の入所について保育所（園）の入所について保育所（園）の入所について保育所（園）の入所について
　市内には、保育所（公立）と保育園（私立）があります。どちらも保護者の就労などにより、家庭で十分
保育することができないお子さんを、児童福祉法に基づき保護者に代わって保育する施設です。申込方法や
保育料については、公立と私立での違いはありません。
　入所申込は、年度途中でも受け付けていますが、希望する施設の状況によっては、年度途中の入所は困難
な場合もあります。入所希望者が多数いる場合には選考になりますので、入所希望月の前月１日までに申込
みをされるようお願いします。
　また、市内には児童福祉法で定める「保育所」以外の保育施設（家庭保育室）が３か所あり、２歳までの
乳幼児を受け入れています。詳細については、各家庭保育室に直接お問い合わせください。
問い合わせ　こども課　☎２２－２２１１　内線１１８１・１１８２
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65
歳
以
上
の
方
の
、
平
成
19
年
度
の

介
護
保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
平
成
1919
年
度
の

年
度
の

介
護
保
険
料

介
護
保
険
料

　

納
入
通
知
書
は
７
月
中
旬
ご
ろ
発
送

の
予
定
で
す
。

表１　平成19年度　介護保険料
段　階 対　　象　　者 保険料率 保険料額
第１段階 生活保護受給者または老齢福祉年金受給者

で世帯全員が住民税非課税 基準額×0.5 19,200円

第２段階
本人および世帯全員が住民税非課税であり、
本人の合計所得金額＋課税年金収入額が80
万円以下の人

基準額×0.5 19,200円

第３段階 本人および世帯全員が住民税非課税であり、
第２段階以外の人 基準額×0.75 28,800円

第４段階 本人が住民税非課税で世帯内に住民税課税
者あり 基準額×1 38,400円

第５段階 本人が住民税課税で年間所得が200万円未満 基準額×1.25 48,000円

第６段階 本人が住民税課税で年間所得が200万円以上 基準額×1.5 57,600円

※一人ひとりの保険料額は前年の所得によって６段階に分かれます。

表２　平成19年度　激変緩和措置対象者
介護保険料

区　　　　　　　分 保険料率 保険料額
第４段階（本来の段階） 基準額×1 38,400円
第４段階のうち第１段階からの段階変更者 基準額×0.83 31,800円
第４段階のうち第２段階からの段階変更者 基準額×0.83 31,800円
第４段階のうち第３段階からの段階変更者 基準額×0.91 34,900円
第５段階（本来の段階） 基準額×1.25 48,000円
第５段階のうち第１段階からの段階変更者 基準額×1 38,400円
第５段階のうち第２段階からの段階変更者 基準額×1 38,400円
第５段階のうち第３段階からの段階変更者 基準額×1.08 41,400円
第５段階のうち第４段階からの段階変更者 基準額×1.16 44,500円

介
護
保
険
料
の

介
護
保
険
料
の

　

激
変
緩
和
措
置
対
象
者
は

　

激
変
緩
和
措
置
対
象
者
は

　
　

保
険
料
の
引
き
下
げ
が

　
　

保
険
料
の
引
き
下
げ
が

行
わ
れ
ま
す

行
わ
れ
ま
す

　

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て

65
歳
以
上
の
方
で
、
平
成
17
年
度
の
税
制

改
正
に
伴
い
新
た
に
住
民
税
が
課
税
さ

れ
た
、
ま
た
は
、
課
税
さ
れ
る
世
帯
に
属

す
る
方
（
既
に
課
税
者
が
い
た
場
合
は
対

象
外
）
の
う
ち
住
民
税
の
減
額
を
さ
れ
て

い
る
方
を
激
変
緩
和
措
置
対
象
者
と
し

て
、
19
年
度
の
介
護
保
険
料
は
表
２
の
よ

う
に
引
き
下
げ
に
な
り
ま
す
。

普
通
徴
収
の
方
の

普
通
徴
収
の
方
の

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

送
付
し
ま
す

　

65
歳
以
上
の
方（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
納
入

通
知
書
（
納
付
書
）
で
納
め
る
方
（
普

通
徴
収
）
と
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る

方
（
特
別
徴
収
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
今
回
は
、
納
入
通
知
書

で
納
め
る
方
（
普
通
徴
収
）
の
納
付
書

を
該
当
す
る
皆
さ
ん
に
送
付
し
ま
す
。

※
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
納
め
る
方
）

の
通
知
に
つ
い
て
は
９
月
下
旬
ご
ろ

送
付
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
納
め
る
介
護
保
険
料
は
、

制
度
運
営
の
た
め
の
重
要
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず

に
納
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
の
納
付
に

変
わ
る
ま
で
の
間
、
納
め
忘
れ
を
な
く

す
た
め
に
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
申

込
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

  

市
で
は
、
介
護
保
険
料
の
第
１
段
階

該
当
者
（
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

お
よ
び
第
２
段
階
・
第
３
段
階
該
当
者

で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
に
つ

納
付
が
困
難
な
方
の

納
付
が
困
難
な
方
の

保
険
料
を
減
額
し
ま
す

保
険
料
を
減
額
し
ま
す

い
て
、
保
険
料
の
減
額
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

減
額
の
対
象
者
は
、
生
活
保
護
は
受

け
て
い
な
い
が
、
生
活
保
護
を
必
要
と

す
る
程
度
の
生
活
の
困
窮
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
で
す
。

  

な
お
、
減
額
該
当
の
可
否
に
つ
い
て

は
扶
養
義
務
者
や
資
産
状
況
な
ど
の
別

途
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
で
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
や
、
17
年
度

の
税
制
改
正
に
よ
り
課
税
世
帯
と
な
っ

た
方
の
う
ち
、
税
制
改
正
前
と
改
正
後

を
比
較
し
負
担
限
度
額
段
階
が
２
段
階

以
上
変
更
の
あ
っ
た
方
に
は
、
負
担
の

軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
既
に

認
定
を
受
け
て
い
る
方
も
認
定
証
の
期

限
が
６
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
さ
れ
る
方

で
、
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
の
申

請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
め
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
負
担
限
度
額

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
に
つ
い
て

認
定
に
つ
い
て

　

低
所
得
者
で
特
に
生
計
が
困
難
で
あ

る
方
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

社
会
福
祉
法
人
等
が
利
用
者
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
か
か
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
か
か
る

　

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る

　

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る

　
　

利
用
者
負
担
の

　
　

利
用
者
負
担
の

　
　
　
　

軽
減
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　

軽
減
制
度
に
つ
い
て

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ
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対　

象

　

市
民
税
世
帯
非
課
税
者
で
、
世
帯
の

収
入
状
況
等
を
勘
案
し
生
計
が
特
に
困

難
と
判
断
さ
れ
る
方

　

な
お
、
軽
減
該
当
の
可
否
に
つ
い
て

は
別
途
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
法
人　

秩
父
福
祉
会
、
秩
父
正
峰
会
、

み
な
の
福
祉
会

対
象
サ
ー
ビ
ス

　

訪
問
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
、

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、

介
護
予
防
通
所
介
護
、
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護
、
短
期
入
所
生
活
介
護
、
介

護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
、
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
お
よ
び
介
護

老
人
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

軽
減
内
容　

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
か
か
る
利

用
者
負
担
等
の
４
分
の
１
（
老
齢
福
祉

年
金
受
給
者
は
２
分
の
１
）

申
請
方
法　

高
齢
者
介
護
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
に
印
鑑
、
医
療
保

険
の
被
保
険
者
証
、
世
帯
全
員
の
収
入

お
よ
び
預
貯
金
等
の
金
額
が
わ
か
る
も

の
（
通
帳
等
）
を
持
参
し
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
25

－

５
２
０
５
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
（
直
通
）

　

平
成
19
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
は
、
昨
年
度
と
同
様
に
合
併
前
の

市
町
村
の
区
域
に
応
じ
た
同
じ
税
率
で

課
税
さ
れ
ま
す
。
平
成
19
年
度
の
納
税

通
知
書
は
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
納
税
通
知
書
の

裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

国
保
税
の
所
得
割
お
よ
び
軽
減
判
定

所
得
の
算
定
方
法
に
お
い
て
、
平
成
17

年
度
ま
で
公
的
年
金
等
控
除
の
適
用
が

あ
っ
た
方
に
は
、
本
年
度
は
７
万
円
の

公
的
年
金
等
特
別
控
除
の
適
用
が
あ
り

ま
す
。

　

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
、
毎
年
４

月
15
日
ま
で
に
本
人
お
よ
び
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者
の
前
年
中
の
所
得
を
申

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
世
帯
内
の

被
保
険
者
で
所
得
の
な
い
方
、
住
民
税
所

得
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
小
額
所
得

の
方
な
ら
び
に
住
民
税
扶
養
控
除
対
象

の
方
で
あ
っ
て
も
国
保
税
に
つ
い
て
は
、

申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
告
を
し
て

な
い
と
未
申
告
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

に
な
り
、
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
内
の
被
保

険
者
の
中
に
未
申
告
者
が
い
る
と
国
保

税
軽
減
対
象
世
帯
で
あ
っ
て
も
適
用
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

軽
減
判
定
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

４
割
軽
減　

世
帯
主
と
世
帯
内
の
被
保

険
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋
（
24
万

５
千
円
×
世
帯
主
以
外
の
被
保
険
者

数
）
以
下
の
世
帯

６
割
軽
減　
世
帯
主
と
世
帯
内
の
被
保
険

者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
以
下
の
世
帯

問
い
合
わ
せ　

課
税
課

　

☎
22

－

２
２
１
１

　
　
　
　

内
線
１
２
７
６
・
１
２
７
７

公
的
年
金
等
特
別
控
除
の

適
用
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ

　次の方から、社会福祉のために寄附をいただきました。

温かな善意に感謝し、ご紹介します。

（平成19年５月）

▼１日、㈱ヤオコー秩父大野原店から9,863円

ご寄附ありがとうございました

　㈱シバサキ（柴崎敏廣社長）がグッドデザイン賞
などを所管する（財）日本産業デザイン振興会主催
のデザイン・エクセレント・カンパニー賞を受賞し、
その報告に市長を訪問しました。
　この賞は、「経営者自身の哲学に基づきデザイン
を統合的に活用することによって、社会的信頼性を
高め業績を伸ばしつつある企業」に贈られるもので
す。同社は、平成12年度から中小企業庁長官特別賞
２回を含む９製品でグッドデザイン賞を受賞してお
り、昨年も自社ブランドＡＬＦＡＣＴＯによるＬＥ
Ｄ照明beyond（ビヨンド）が2006年度グッドデザ
イン賞を受賞しました。
問い合わせ　工業振興課　☎２２－３４２８（直通）

㈱シバサキが
2006年度デザイン・エクセレント・
　　　　　　　　カンパニー賞を受賞

LED照明beyond
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秩
父
市
で
は
、
行
政
の
透
明
性
を
高

め
、
市
民
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
市
政

を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
18
年
度
の
市
長

交
際
費
の
支
出
内
容
を
公
開
し
ま
す
。

市
長
交
際
費
と
は

　

市
長
が
市
を
代
表
し
て
、
対
外
的
に

活
動
す
る
際
、
市
政
の
執
行
を
よ
り
円

滑
に
進
め
る
た
め
に
外
部
と
の
交
際
上

必
要
な
経
費
で
す
。
具
体
的
に
は
、
観

光
祭
、
催
し
に
対
す
る
祝
金
、
会
議
な

ど
の
会
費
、 

懇
談
会
費
、
関
係
者
の
葬

儀
の
際
の
香
典
・
花
環
代
な
ど
の
こ
と

で
す
。

　

月
別
の
市
長
交
際
費
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

秘
書
課

　

☎
22

－

２
２
０
１
（
直
通
）

平
成
平
成
1818
年
度
年
度

市
長
交
際
費
を
公
開
し
ま
す

市
長
交
際
費
を
公
開
し
ま
す

平成18年度市長交際費
（平成18年４月～平成19年３月）

支出項目 件数 金額 内　　　容 主な支出例

慶　祝 11 166,580円 記念式典、慶事な
どに対するお祝い

観光祭・催し等の祝い
金、結婚祝い（アレンジ
フラワー）など

弔　意 27 200,000円 香典、供花 市政関係者の葬儀の際
の生花・花環、香典など

見舞い 0 0円 災害・事故などに
対する見舞い

会　費 177 965,000円 飲食を伴う会合の
出席費用

各種会議、懇親会、懇
談会、祝賀会など

賛　助 3 25,000円
各種団体等が行う
事業の趣旨に対す
る賛助

協賛金など

計 218 1,356,580円

・政治活動に関わるものについては支出しません。
・担当者の同席は最小限とし、その分も交際費を支出します。

　

現
在
市
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯

活
動
と
し
て
、
町
会
（
自
主
防
災
・
防

犯
組
織
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
関
係
団
体
の
皆

さ
ん
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域

の
見
守
り
活
動
の
ほ
か
「
安
心
・
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
地
域
安
全
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
て
い
た
だ
い
た
事
業
者

の
皆
さ
ん
に
も
防
犯
活
動
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
安
全
に
関
す
る
協
定
」
は
、

締
結
し
た
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
業
務

内
に
市
内
を
巡
回
す
る
際
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、
事
業
所
内
に
お
け
る
防
犯
に
関

す
る
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
に
貢
献
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
取
組
は
、
平
成
18
年
２
月
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
広
く
地
域
安

全
の
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業

者
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
事
業
者
の
方

は
、
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
回
新
た
に
、

•
株
式
会
社
山
口
組

•
秩
父
鉄
道
株
式
会
社

の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
、
５
月
25
日
に
秩
父
市
、
秩
父
警
察

署
・
小
鹿
野
警
察
署
と
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

事
業
者
（
団
体
）
は
、
次
の
団
体
と
合

わ
せ
て
12
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

•
㈱
ダ
ス
キ
ン
サ
ー
ヴ
北
関
東
ダ
ス
キ

ン
ち
ち
ぶ

•
埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組
合

•
㈱
東
京
電
力
熊
谷
支
社

•
㈱
関
電
工
北
埼
玉
統
括
営
業
所
秩
父

営
業
所

•
㈱
東
京
発
電
埼
玉
事
業
所

•
ち
ち
ぶ
農
業
協
同
組
合

•
秩
父
液
化
石
油
ガ
ス
協
同
組
合

•
秩
父
市
給
排
水
設
備
指
定
工
事
店
組
合

•
有
限
会
社
喜
多
園
水
道
部

•
建
設
埼
玉
秩
父
地
区
本
部

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課

　

☎
22

－

２
２
０
６
（
直
通
）

株式会社山口組、秩父鉄道株式会社と
新たに協定を結びました
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一
年
で
最
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

が
増
え
る
夏
、
県

で
は
温
暖
化
防
止

の
た
め
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　

６
月
１
日
〜
９
月
30
日

　

冷
房
温
度
の
設
定
を
28
℃
に
し
、
す

だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
を
利
用
す
る
な
ど
、

涼
し
く
過
ご
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

オ
フ
ィ
ス
で
は
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ

ー
上
着
で
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

　

６
月
１
日
〜
９
月
30
日

　

１
日
、
環
境
に
よ
い
生
活
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
省
エ
ネ
・
省

資
源
の
成
果
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
把

握
し
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
市

役
所
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
、
学
校
、
団
体
、
企
業
単
位

で
、
ま
た
は
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

参
加
で
き
ま
す
。

(h
ttp
://w
w
w
.p
ref.saitam

a.lg.jp
/

A
09/B

E
00/eco

lifeD
A
Y
.h
tm
l)

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　

６
月
16
日
〜
８
月
31
日

　

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
の
省

エ
ネ
性
能
を
分
か
り
や
す
く
示
し
た
省

エ
ネ
ラ
ベ
ル
を
表
示
し
ま
す
。　
　
　

　

温
暖
化
防
止
は
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
主
役
で
す
。
身
近
な
省
エ
ネ
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対
策
課　

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
０
３
０

　

市
役
所
環
境
課

　

☎
22

－

２
２
７
９
（
直
通
）

夏
の
温
暖
化
対
策
に
ご
協
力
を

夏
の
温
暖
化
対
策
に
ご
協
力
を

１
．
夏
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
実
践

１
．
夏
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
実
践

２
．
夏
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

２
．
夏
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

３
．
省
エ
ネ
型
家
電
拡
大

３
．
省
エ
ネ
型
家
電
拡
大

エアコン編
•部屋に入ってくる熱の20～30％、部屋から逃
げる熱の約10％は窓からです。カーテンやブ
ラインドをつけたり、雨戸を早めに閉めると
冷房効果を上げることができます。
•冷やしすぎは電気のムダだけでなく身体にも
よくありません。設定温度はひかえめにしま
しょう。１℃高めに設定すると約10％の省エ
ネになります。
•ドライ機能を上手に使いましょう。湿度が低
いと涼しく感じるので、ドライだけで十分涼
しいことがあります。
•室内機は部屋の奥行きの深い方に向け、風を
さえぎる障がい物がないようにすると効率の
よい冷房ができます。
•フィルターにほこりが詰まると空気の流れが
減少して、冷房効率が低下します。１日８～
10時間運転すると約２時間で風量が５％ほど
低下します。
•エアコンの排水もバケツ等にためて、植物へ
の水やりに使うなど有効利用しましょう。
　
　市では、皆さんが日ごろから取り組んでいる
エコ・ライフについて募集します
　節電やリサイクルなど工夫されていることが
あればお知らせください。お寄せいただいたア
イデアは、市報やホームページ等に掲載させて
いただく予定です。
問い合わせ　環境課　☎２２－２２７９（直通）
　Ｅメール　kankyo@city.chichibu.lg.jp

　

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
、
現
在
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

分
別
収
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
平
成
18
年
度
の

実
績
は
市
全
体
で
７
１
，
３
１
０
㎏
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

回
収
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
各
町
会

の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
収
集
日
を
基
に
、

引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
が
、
収

集
日
以
外
に
も
「
い
つ
で
も
出
せ
る
」

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
集
積
場
所
を
新
た
に
市

役
所
内
に
設
置
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

集
積
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
南
側
職
員
通

用
口
脇
（
警
備
員
室
前
）

　

な
お
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
キ
ャ
ッ
プ

や
ラ
ベ
ル
を
は
ず
し
、
軽
く
す
す
い
で

水
切
り
を
し
て
、
つ
ぶ
し
て
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

ペットボトル集積箱

いつでも出せるいつでも出せる
ペットボトルのペットボトルの
　集積場所を　集積場所を
　つくりました　つくりました

いつでも出せる
ペットボトルの
　集積場所を
　つくりました
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市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500 万円以上）

（競争入札）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

１日 ３月21日 上田野排水路整備工事 荒川上田野地内 38,587,500 37,800,000 97.96 ㈱ダイショウ
荒川総合支所
地域振興課
54－2114

21日 ６月16日 秩父ミューズパークプール
改修（床面補修他）工事

秩父ミューズパーク
地内 24,969,000 23,940,000 95.88 ㈱山口組 教育施設課

25－5226

21日 ３月24日 藤六地内配水管布設替工事 下吉田地内 37,296,000 33,075,000 88.68 ㈲ナカケン
水道部

吉田事務所
72－6085

28日 ２月21日 幹線７号線道路改築工事 伊古田地内 53,949,000 50,400,000 93.42 駒井建設興業㈱ 道路課
25－5213

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）

平成19年５月契約分 公共工事の発注状況を公表します

（随意契約）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

契約率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

14日 ６月20日 秩父ミューズパークプール
改修（造波駆動装置修繕）工事

秩父ミューズパーク
地内 6,615,000 6,111,000 92.38 住友重機械精

機販売㈱
ふるさと創造課
22－2823

☆
施
設
に
居
な
が
ら
み
ん
な
で
気
楽
に

楽
し
く
お
買
い
物
♪

☆
ご
要
望
で
ど
ん
な
商
品
で
も
揃
え
て

い
き
ま
す
。

み
や
の
か
わ
商
店
街

み
や
の
か
わ
商
店
街

　

施
設
内
の
ス
ペ
ー
ス
に

　

施
設
内
の
ス
ペ
ー
ス
に

楽
楽
屋（
お
店
）を　
　

楽
楽
屋（
お
店
）を　
　

開
き
ま
す

開
き
ま
す

　

ご
葬
儀
・
ご
法
要
の
ほ
か
各
種
催
事

会
場
と
し
て
宮
側
町
公
会
堂
を
広
く
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

み
や
の
か
わ
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
部

　

☎
24

－

８
８
５
６
（
担
当
：
鈴
木
）

み
や
の
か
わ
商
店
街
で

み
や
の
か
わ
商
店
街
で

セ
レ
モ
ニ
ー

セ
レ
モ
ニ
ー

日
本
初
コ
イ
ン
型

秩
父
市
共
通
商
品
券

「
和
同
開
珎
」

発
売
所　

市
内
36
店
舗

加
盟
店　

市
内
４
８
５
店
舗

　

東
町
で
は
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
（
ま
つ

り
カ
ー
ド
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

〈
ま
つ
り
カ
ー
ド
の
特
典
〉

☆
１
０
０
円
お
買
い
上
げ
ご
と
に
１
ポ

イ
ン
ト
、
３
５
０
ポ
イ
ン
ト
で
「
満

点
カ
ー
ド
」
と
な
り
「
満
点
カ
ー
ド
」

と
引
き
換
え
に
５
０
０
円
分
の
お
買

い
物
が
で
き
ま
す
。

☆
観
劇
ご
優
待
・
一
泊
旅
行
ご
優
待
等
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
ま
す
。

☆
東
町
商
店
街
35
店
の
加
盟
店
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

東
町
商
店
街
協
同
組
合

２
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
て

通
常
販
売
し
て
い
ま
す
！

と　

き　

８
月
６
日
㈪

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
９
時

　
　
　
　

７
日
㈫

　
　
　
　

午
後
５
時
〜
８
時

内　

容

•
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ

　

ス
ト
ラ

•
ミ
ニ
七
夕
竹
無
料

　

配
布

•
ジ
ャ
ン
ボ
ダ
ー
ツ

•
金
魚
す
く
い

•
輪
投
げ

•
模
ぎ
店

※
一
部
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

番
場
商
店
街
振
興
組
合

　

当
日
は
、
東
町
商
店
街
で
も
七
夕
ま

つ
り
を
行
い
ま
す
。

ば
ん
ば
表
参
道

ば
ん
ば
表
参
道

七
夕
ま
つ
り

七
夕
ま
つ
り

東
町
ま
つ
り
カ
ー
ド
会

東
町
ま
つ
り
カ
ー
ド
会
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受験手続および受付期間
  申込書に必要事項を記入のうえ、卒業（見込み）証明書等の必
要書類を添付し、市役所総務部人事課へ８月１日㈬～10日㈮（土・
日を除く）までに持参してください。（郵送による申込みも８月
10日㈮（必着）まで）
※市ホームページ上の申込書を印刷したものも使用することがで
きます。

　詳しくは、実施要項をご覧ください。

［参考］地方公務員法第16条の「欠格条項」とは？
第16条  次の各号の一に該当する者は、条例で定める場合を除く
ほか、職員となり、又は競争試験若しくは選考を受けることがで
きない。
１　成年被後見人又は被保佐人
２  禁錮（きんこ）以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで
又はその執行を受けることがなくなるまでの者

３、４（省略）
５　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に
成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団
体を結成し、又はこれに加入した者

問い合わせ  人事課　☎２２－２２０７（直通）

職種・採用予定人員　　消防職員　若干名
受験資格
市職員（Ａ一般事務職）採用試験の⑴から⑶と同じ
◎次のいずれかに該当する方は受験できません。
•日本国籍を有しない方
•地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する方
試験の日時・場所および合格発表
第１次試験
試験種目　　教養試験・適性試験
と　　き　　９月16日㈰
受付開始　　午前８時30分
と こ ろ　　秩父消防本部
合格発表　　10月12日㈮

第２次試験
　第１次試験合格者に対して行います。
　試験種目　　面接・体力測定
　と　　き　　10月下旬～11月上旬
　と こ ろ　　秩父消防本部
　合格発表　　11月中旬
受験手続きおよび受付期間
　所定の試験申込書に必要事項を記入のうえ、履歴書（写真貼付）
等の必要書類を添付し、秩父消防本部総務課に７月30日㈪～８月
10日㈮（土・日を除く）までに持参してください。
申込書の配布
⑴申込書は、消防本部総務課または最寄りの消防分署で配布します。
⑵郵送による請求の場合は、80円切手を貼った本人のあて先明記
の返信用定型封筒を同封してください。

問い合わせ　　〒368－0021　下宮地町10－25
　　　　　　　秩父消防本部総務課　☎２１－０１２０

平成19年度 秩父消防本部職員採用試験

あなたの手で、助けあい温もりのまちづくり

平成19年度 秩父市職員採用試験
採用予定職種・人員・受験資格
Ａ　一般事務職　若干名
⑴大学を卒業（見込み可）した方またはこれと同程度の学力を有
する方で、昭和58年４月２日以降に生まれた方
⑵短期大学（高等専門学校を含む）を卒業（見込み可）した方ま
たはこれと同程度の学力を有する方で、昭和60年４月２日以降
に生まれた方
⑶高等学校を卒業（見込み可）した方またはこれと同程度の学力
を有する方で、昭和62年４月２日以降に生まれた方
※「高等専門学校」は「短期大学」とみなします。また、大学
卒の方は短大卒および高校卒の区分で、短大卒の方は高校卒
の区分で受験することはできません。

⑷昭和47年４月２日以降に生まれた方で、次の条件を全て満たす方
　•身体障害者手帳の交付を受けている方
•自力通勤が可能で、かつ、介護者なしに週40時間の職務遂行
が可能な方
•活字印刷文による試験および口述試験に対応できる方
Ｂ　一般事務職（建築技師）　若干名
大学を卒業（見込み可）した方で、建築の専門課程を履修し、
昭和42年４月２日以降に生まれた方
Ｃ　一般事務職（保育士）　若干名
保育士、幼稚園教諭の両資格を有している方、または平成20年
３月までに両資格を取得見込みの方
※年齢要件は、Ａ一般事務職の⑴、⑵、⑶と同じです。
Ｄ　保健師　若干名
保健師免許を有する方（平成20年３月取得見込みの方を含む）
で、昭和47年４月２日以降に生まれた方
◎次のいずれかに該当する方は、受験できません。
•日本国籍を有しない方
•地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する方（後記［参
考］のとおり）
試験の日時・場所および合格発表
第１次試験
試験種目　　教養試験・適性試験
と　　き　　９月16日㈰
受付開始　　午前８時30分
と こ ろ　　市民会館３階会議室
合格発表　　10月５日㈮
第２次試験
第１次試験合格者に対して行います。
試験種目  　作文試験・人物試験
　　　　　　（身体検査を第２次試験合格者に対して行います。）
と　　き  　10月中旬～11月上旬予定
と こ ろ  　第１次試験合格者にお知らせします。
合格発表  　10月下旬～11月中旬予定
実施要項・申込書の配布
⑴実施要項および申込書は、７月９日㈪から市役所２階人事課
（土・日・祝日は、市役所１階の休日窓口）および各総合支所
総務課で配布します。
⑵郵送による実施要項および申込書の請求は、80円切手を貼った、
本人のあて先明記の返信用定型封筒を同封してください。
あ て 先　　〒368－8686  秩父市熊木町８－15 　

秩父市役所総務部人事課
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「お手伝いもできるよ！」

（大野原）

長橋　芹
せり

華
か

 ちゃん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368- 8686　熊木町８－ 15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは、翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「ボク…
かっこ良くなった？」

（中村町）

千島己
こ

舵
た

朗
ろう

 くん
「お兄ちゃん遊ぼ！」

（下影森）

堀口莉
り

々
り

愛
あ

 ちゃん
「とっておきの笑顔」

（中村町）

佐藤　諒
りょう

 くん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15、市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（３月末締切り分→５月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

（
評
）
　
坂
本
さ
ん
は
蟻
地
獄
を
見
て
、
戦
後
六
十
余
年
経
た
今
で
も
抑
留
の
地
獄
の
日
々
の
こ
と
を
思
い
出
す
の
で
し
た
。
俳
句
で

は
季
語
に
触
発
さ
れ
て
一
句
を
成
す
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
福
田
さ
ん
は
カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら
洩
れ
来
る
朝
日
に
、
目
を
覚
ま

さ
れ
た
夏
の
朝
の
一
時
を
詠
い
ま
し
た
。
山
の
木
々
が
芽
吹
き
、
色
を
添
え
て
く
る
こ
と
を
俳
句
で
は
「
山
笑
う
」
と
い
い
ま
す
。

井
上
さ
ん
は
そ
の
季
語
を
学
ん
だ
の
で
す
ね
。
札
所
参
り
の
「
遍
路
」
は
春
の
季
語
（
正
確
に
は
四
国
霊
場
巡
拝
）
で
す
か
ら
、「
巡

礼
」
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。
御
饌
田
は
神
に
供
進
（
神
饌
）
す
る
米
を
作
る
田
。「
明
易
し
」
は
夏
の
夜
の
明
け
る
の
が
早
い
こ
と

を
言
い
ま
す
。

抑

留

の

吾

が

過

去

思

う

蟻

地

獄 

荒
川
白
久　

坂
本　

和
作

短
夜
の
カ
ー
テ
ン
わ
ず
か
引
き
忘
れ 

道
生
町　

福
田　

み
つ

古
稀
を
す
ぎ
山
が
笑
う
を
学
び
け
り 

中
村
町　

井
上　

酉
治

春
風
を
被き

て
巡
礼
の
来
た
り
け
り 

下
影
森　

山
口
千
代
子

桐
の
花
掲
げ
御み

饌け

田だ

の
水
ゆ
た
か 

中
宮
地
町　

荻
野　

佳
子

大

箱

に

並

び

て

早

苗

ま

だ

幼

な 

下
影
森　

阿
部
ト
メ
子

聚

落

は

雨

に

け

ぶ

り

ぬ

桐

の

花 

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

明

易

し

僧

侶

日

課

の

庭

を

掃

く 

大
野
原　

坂
本　

公
平

照
る
坊
主
見
て
い
る
夢
は
五
月
晴
れ 

番
場
町　

江
原　

伸
治

芝

桜

百

万

人

を

呼

び

寄

せ

る 

上　

町　

富
田　

英
雄

大
野
ひ
ろ
志　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　
内
田
さ
ん
、
亡
父
が
残
し
た
さ
つ
き
の
盆
栽
を
大
切
に
し
て
い
る
作
者
、
そ
れ
は
父
親
へ
の
想
い
で
も
あ
り
ま
す
。
関
さ

ん
、
妻
は
怒
り
な
が
ら
納
豆
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
糸
の
長
さ
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
野
さ
ん
、
事
実
だ
け
を

三
十
一
文
字
に
し
て
い
ま
す
が
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
時
代
を
伝
え
て
い
ま
す
。
髙
橋
さ
ん
、
摘
む
の
に
未
だ
早
い
の
で
し

ょ
う
か
、
莢
豌
豆
の
緑
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
坂
本
さ
ん
、
早
朝
の
寺
の
様
子
が
静
か
に
詠
ま
れ
、
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
伝
わ
り
ま
す
。

父
逝
き
て
七
十
年
経
る
今
も
な
お
さ
つ
き
の
盆
栽
忘
れ
ず
に
咲
く 

中　

町　

内
田　

定
男

諍
い
し
妻
と
つ
き
た
る
朝
の
膳
納
豆
の
糸
の
長
き
に
戸
惑
う 

吉
田
久
長　

関　
　

憲
治

小
学
卒
で
年
季
奉
公
せ
し
機
屋
五
年
勤
め
て
百
八
十
円 

上
吉
田　

中
野　

兼
子

待
ち
き
れ
ず
莢
豌
豆
を
十
個
摘
む
五
月
三
日
の
朝
は
さ
み
ど
り 

山　

田　

髙
橋　

洋
子

霧
隠
る
朝
の
僧
堂
し
ず
も
り
て
読
経
の
声
の
切
れ
ぎ
れ
に
聞
ゆ 

大
野
原　

坂
本　

公
平

草
萌
ゆ
る
な
ぞ
え
の
丘
に
下
校
児
ら
帽
子
を
籠
に
し
野
蒜
採
り
い
る 

下
吉
田　

小
林
み
ち
子

向
学
の
芽
摘
ま
れ
し
と
今
に
し
て
伜
嘆
く
は
胸
痛
き
か
な 

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

戦
争
に
南
の
島
に
散
り
し
兄
遺
影
は
二
十
五
歳
の
時
の
ま
ま
に
て 

荒
川
白
久　

坂
本　

和
作

鯉
の
ぼ
り
泳
ぎ
疲
れ
て
夕
ぐ
る
る
里
は
静
か
に
盛
夏
に
向
か
う 

久　

那　

斉
藤
ヨ
ネ
子

木
か
ら
木
へ
絡
み
て
咲
け
る
山
藤
の
宛

さ
な
が

ら
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
如
く 

栃　

谷　

竹
村　

ハ
ク

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（７月末締切り分→９月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。
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◇
７
月
10
日
〜
８
月
31
日
の
休
館
日

◇
夏
季
の
開
館
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

　

７
・
８
月
の
毎
週
金
曜
日
、
秩
父
図

書
館
１
階
に
限
り
、
試
行
的
に
午
後
６

時
か
ら
８
時
ま
で
開
館
時
間
を
延
長
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
秩
父
図
書
館
で
の
夏
期
の
読
書
席
の

ご
利
用
に
つ
い
て

　

７
月
21
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈮
の
期
間

は
、
１
・
２
階
読
書
席
の
利
用
を
午
前
・

午
後
の
２
部
制
に
し
ま
す
。

対
象
席

１
階
：
読
書
席
３
台
（
パ
ソ
コ
ン
優
先

席
を
除
く
）

２
階
：
読
書
室

時
間
帯

１
部
：
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
50
分

２
部
：
午
後
２
時
〜
５
時
50
分

利
用
方
法

１
部
：
開
館
ま
で
に
並
ん
だ
順

２
部
：
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
も
し
く

は
１
部
が
満
席
に
な
っ
た
時
か
ら
予
約

開
始

※
い
ず
れ
も
利
用
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
ま
す
。

◇
催
し
物
の
お
知
ら
せ

〈
秩
父
図
書
館
〉

●
お
は
な
し
会
（
入
場
無
料
）

　

７
月
14
日
・
28
日
の
土
曜
日
、
午
後

３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

●
夏
休
み
お
は
な
し
会

　

８
月
25
日
の
土
曜
日
、
午
後
３
時
か

ら
（
約
45
分
間
）

　

い
つ
も
の
聞
く
お
は
な
し
の
他
に
、

見
て
楽
し
め
る
お
は
な
し
や
な
ぞ
な
ぞ

も
あ
る
楽
し
い
会
で
す
。

●
第
１
２
９
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　

青
葉
学
園
物
語

　
（
１
９
８
１
年
、
日
本
、
１
０
３
分
）

監　

督　

大
澤 

豊

出　

演　

市
毛
良
枝
、
加
藤 

嘉
、
太
宰

久
雄
、
笑
福
亭
仁
鶴
、
絵
沢
萌
子
ほ
か

内　

容　

あ
る
年
の
夏
、
青
葉
学
園
に

新
入
園
の
姉
弟
が
や
っ
て
き
た
。
先
生

も
生
徒
も
温
か
く
迎
え
入
れ
る
。
そ
の

こ
ろ
〝
か
え
で
寮
〞
の
進
を
た
ず
ね
て
、

母
親
の
よ
し
江
も
来
園
す
る
が
…
…
。

◎
も
う
一
つ
の〝
は
だ
し
の
ゲ
ン
〞物
語

が
、
い
よ
い
よ
上
映
さ
れ
ま
す
。

◎
原
作
は
、吉
本
直
志
郎
（
ポ
プ
ラ
社
・

刊
）
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
！

◎
文
部
科
学
省
選
定
作
品
で
す
。

◎
集
団
観
賞
を
歓
迎
し
ま
す
。

◎
７
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

◎
会　

場　

秩
父
図
書
館
２
階

◎
映
画
解
説
あ
り
ま
す
。
入
場
無
料
。

〈
荒
川
図
書
館
〉

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

　

７
月
10
日
の
火
曜
日
、
午
前
11
時
か

ら
（
約
30
分
）

※
８
月
は
お
休
み
で
す
。

  

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
や

さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

●
お
は
な
し
会

  

７
月
14
日
の
土
曜
日
、
午
後
２
時
30

分
か
ら
（
約
30
分
）

※
８
月
は
お
休
み
で
す
。

  

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
絵

本
や
紙
芝
居
、
昔
ば
な
し
な
ど
を
読
み

ま
す
。

●
夏
休
み
学
習
会

　

夏
休
み
の
宿
題
等
で
調
べ
た
い
こ
と

や
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
都
合
の
よ
い
日
、

時
間
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　

き　

８
月
３
日
㈮
・
21
日
㈫
、
午

前
10
時
〜
正
午

会　

場　

荒
川
図
書
館
（
ネ
ッ
ト
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
）

対　

象　

小
中
学
生

指
導
者　

荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

山
田
義
之
館
長

◇
転
出
・
転
居
の
際
は
ご
連
絡
を

　
『
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
』
を
お
持
ち

の
方
で
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
が
変
わ
ら
れ
た
際
は

図
書
館
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 水 17 金
２ 木 18 土 　　　　　　大
３ 金 19 日 　　　　　　大
４ 土 　　　　　　大 20 月 秩　荒　吉　　
５ 日 　　　　　　大 21 火
６ 月 秩　荒　吉　　 22 水
７ 火 23 木
８ 水 24 金
９ 木 25 土 　　　　　　大
10 金 26 日 　　　　　　大
11 土 　　　　　　大 27 月 秩　荒　吉　　
12 日 　　　　　　大 28 火
13 月 秩　荒　吉　　 29 水
14 火 30 木
15 水 31 金
16 木

８月 ７月
各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
10 火 21 土 　　　　　　大
11 水 22 日 　　　　　　大
12 木 23 月 秩　荒　吉
13 金 24 火
14 土 　　　　　　大 25 水
15 日 　　　　　　大 26 木
16 月 　　荒　吉　大 27 金
17 火 秩 28 土 　　　　　　大
18 水 29 日 　　　　　　大
19 木 30 月 秩　荒　吉
20 金 31 火

開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
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※「平成19年度 秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【乳幼児健診】

●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　８月24日㈮　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票を持参してください。
●【育児相談】

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　８月20日㈪　10：00～11：30　９：30から受付
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み
●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　８月７日㈫　13：30～15：30　吉田振興会館３階
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み
●【健康相談】
　８月８日㈬　13：15～14：00
　※健康手帳をお持ちください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

８月24日㈮ 13：15～14：00 ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成19年３・４月生まれ
平成18年９・10月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

８月１日㈬ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

８月30日㈭ 13：00～16：00 ことばの発達、発音な
どに関する個別相談

ことばの発達、発音な
どに心配のある幼児と
その保護者

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　８月７日㈫　９：30～12：00
　大滝老人福祉センター
●【健康相談・育児相談】
　８月７日㈫　13：00～15：00　大滝総合支所内
　※健康手帳・母子健康手帳をお持ちください。

大滝保健センターからのお知らせ

●【乳幼児健診】

● 【育児相談】

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　７月19日㈭、８月９日㈭、８月23日㈭
　９：30～11：10
●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　７月25日㈬　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。
●【健康相談】
　７月17日㈫、８月21日㈫　13：00～14：00
　※健康手帳をお持ちください。
●【はつらつ筋力アップ教室】40歳以上
　７月11日㈬、７月25日㈬
　８月８日㈬、８月22日㈬　

９：30～11：30

　※初めての方は荒川保健センターへ申込み

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

７月25日㈬ 13：15～14：00 ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成19年２・３月生まれ
平成18年８・９月生まれ

荒川保健センター会場

吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、吉田振興会館３階）

れます（それぞれ先着200人）。毎月１～７日（土・
日・祝日を除く）に各保健センターで申込みを受け
付けています。
胃がん検診（40歳以上の方：2,500円）
子宮がん検診（20歳～39歳の方：頚部検診 1,300円、
40歳以上の方：頚部･体部検診 2,100円）
●【ふたご・みつごの子育ての集い】
　ふたご、みつごの親同士の交流や子育てについて
一緒に考えてみませんか。
対　象　４歳ごろまでのふたご・みつごの親と、ふ
たご・みつごを妊娠中の方
ところ　秩父保健所

※７月30日㈪までに秩父保健センターまで電話でお
申し込みください。当日は保育がありますのでお
子さんと一緒にご参加ください。（保育を希望さ
れる方は申込み時にお話しください。）

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

８月６日㈪ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

●【言語リハビリ教室】

※40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聞いて理
解する」ことなどでお困りの方は、各保健センタ
ーへご相談ください。

月　日 時　間 内　　　容 アドバイザー

８月７日㈫ 10：00～11：30
（受付９：30～）

座談会「ふたご・みつご
の育児について」

ツインキッズクラブ
久保田　奈々子氏

月　　日 会　　場 実施時間
７月23日㈪ 荒川保健センター

13：30～15：30

７月24日㈫ 吉田保健センター

８月23日㈭ 秩父保健センター

８月27日㈪ 荒川保健センター

８月28日㈫ 吉田保健センター

麻しん（はしか）が全国的に流行しています。ご心配な点は、各保健センターへお問い合わせください。
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●【骨コツ教室（骨粗しょう症予防教室）】

　参加費　無料
　対　象　40歳以上の方
　定　員　20人（２日目のみ）
　※１日目は定員はありません。
※事前に申込みが必要です。７月18日㈬午前９時
から、電話または直接秩父保健センターへお申
し込みください。（定員になり次第締切）

●【親子料理教室】小学校４～６年生の親子
　８月24日㈮　９：45～13：00
　ところ　秩父保健センター２階調理室
　内　容　親子で楽しく作る料理
　参加費　無料
　申込み　７月31日㈫までに秩父保健センターへ申

込み（先着15組）

●【基本健康診査の申込みについて】
　基本健康診査の受診を希望される方で、まだ申込
みをされていない方は秩父保健センターへお問い合
わせください。
●【結核健診・肺がん・大腸がん・前立腺がん・肝
炎ウィルス検診のお知らせ】
実施日　基本健康診査と同日実施
　日程・会場等、詳細については秩父市健康カレン
ダー13～15ページをご覧ください。
申込み　申込みは不要です。直接会場にお越しください。
　肝炎ウィルス検診の対象者については、平成20年
３月31日までに40歳になる方、または、40歳以上で今
まで肝炎ウィルス検診を受けていない方となります。
※これらの検診の対象年齢については、平成20年３
月31日までにこの年齢になる方を含みます。
※75歳以上の方、65歳以上で重度の障がいのある方、

生活保護および市民税非課税世帯の方は検診料が
無料です。

※人間ドックなどでこれらの検診を受ける方は対象
となりません。
●【麻しん風しんの予防接種が変わりました】
　麻しんおよび風しん予防対策強化のため、麻しん
および風しんの予防接種が次のとおり２回接種とな
りました。
第１期　１歳～２歳未満
第２期　小学校入学前の１年間
　第２期に該当する方には、個別通知でお知らせし
ています。通知の届いていない方は、各保健センタ
ーまでお問い合わせください。
●【三種混合予防接種の受け方に注意しましょう】
　三種混合予防接種は予防効果を高めるため、第１
期初回（１回目・２回目・３回目）の接種について
は３～８週間隔を必ず守って受けてください。
●【胃がん・子宮がん検診】（個別）
　指定の医療機関で胃がん・子宮がん検診が受けら

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【予防接種】（集団）

●【歯みがき教室】平成17年７月～９月生まれの幼児
　８月５日㈰　10：00～　先着100人（予約制）
　内　容　歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗

布（希望者）
　申込み　７月17日㈫から電話または来所にて受け

付けます。
※当日、普段お子さんが使用している歯ブラシ、
コップ、タオル、母子手帳をお持ちください。

秩父保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
８月９日㈭

13：00～14：00

３ 歳 児 健 診 平成16年４月生まれ
８月21日㈫ 乳児（４か月児）健診 平成19年３月生まれ
８月27日㈪ 乳児（10か月児）健診 平成18年10月生まれ
８月28日㈫ １歳６か月児健診 平成18年１月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

８月２日㈭ ９：30～10：30
育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定
赤 ち ゃ ん 体 操

乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象
三種混合 ８月１日㈬

９月７日㈮ 13：30～14：30
満３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ ８月20日㈪
９月20日㈭ 満３か月～６か月未満

日　程 時　　間 内　　　容

１
日
目

８月３日㈮ 13：30～15：45
～医師による講話～
～栄養士による講話と試食～
「骨粗しょう症予防について」

２
日
目

８月６日㈪ ９：30～11：30
～健康運動指導士による実習～
「運動で骨粗しょう症を
　　　　　　　　予防しよう」
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相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会
福祉課）☎25－5204

身体・知的障が
い者について

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－7785（身体
障がい） ☎22－7045（知的障
がい） 22－7055・21－6705土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・労働

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ 22－2870

い じ め・
不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　月～金曜
９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

やまなみ教室
☎72－2030

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～ 16時

内 職 月～金曜　９時～16時 ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～16時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

労 働 月～金曜　8時30分～17時 北部産業労働センター
秩父支所 ☎23－7881

中小企業者向
けよろず金融

８/８  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場   歴文館5階第2会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚 福祉女性会館
７/14・８/12 13時～16時 秩父市社会福祉協議会

☎22－1514心 配 ご と 吉田総合支所
７/26 13時～16時

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

８月７日㈫・16日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士８月21日㈫

10時～15時
吉田総合支所
（振興会館）

※電話で予約が必要です。
７月20日㈮　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権

毎月第２・４
水曜

13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

人権擁護委員７月18日㈬ 吉田総合支所
（振興会館）

８月15日㈬ 大滝総合支所

行 政

７月23日㈪ 
８月20日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員８月６日㈪ 吉田総合支所
（振興会館）

８月13日㈪ 荒川総合支所
７月23日㈪ 
８月27日㈪ 大滝総合支所

市 民 木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員

消 費 生 活 月·水·金曜
９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 ７月10日㈫・８月14日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 ７月18日㈬・８月15日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ８月６日㈪ 　10時～15時 税理士
土 地 建 物 ８月21日㈫ 　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ７月26日㈭・８月23日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ７月24日㈫・８月28日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 ７月13日㈮・８月10日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民福祉課）では、相談日以外でも相談を受け付けます。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200（直通）

※相談日が祝日の場合はお休みとなります。
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高
齢
任
意
加
入
制
度

民
年
金
窓
口
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
海
外
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
65

歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
も
国
民
年

金
に
任
意
加
入
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

任
意
加
入　

60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
方
で
、

年
金
加
入
期
間
が
短
く
年
金
を
受
け
取
る
た

め
の
必
要
な
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
方
や
、

保
険
料
未
納
期
間
が
あ
る
た
め
に
年
金
額
が

少
な
い
方
は
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
や
、
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
る
方
は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

特
例
任
意
加
入　

65
歳
の
時
点
で
受
給
資
格

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
、
昭
和
40
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
日
本
国
内
に

住
ん
で
い
る
方
、
ま
た
は
海
外
に
住
ん
で
い

る
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
は
、
受
給
資
格
を

満
た
す
ま
で
（
最
長
70
歳
ま
で
）
任
意
加
入

で
き
ま
す
。

　

日
本
に
住
む
方
は
全
て
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
間
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
が
、
60

歳
以
上
の
方
も
次
に
該
当
す
る
方
は
、
希
望

す
る
と
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

任
意
加
入
の
手
続
き
は
、
市
役
所
保
険
年

金
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
の
国

　

平
成
９
年
の
基
礎
年
金
番
号
導
入
以

前
に
は
、
転
職
や
転
居
等
に
よ
り
、
１

人
が
複
数
の
年
金
番
号
を
持
つ
場
合
も

生
じ
て
い
ま
し
た
が
、
１
人
１
番
号
の

基
礎
年
金
番
号
を
用
い
て
、
年
金
記
録

の
確
認
を
簡
易
・
迅
速
に
行
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
記
録
を
結
び
つ
け
る

た
め
の
照
会
を
全
被
保
険
者
に
行
い
、

ま
た
、
年
金
の
請
求
時
に
も
ご
本
人
に

確
認
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
約
５
，

０
０
０
万
件
（
平
成
18
年
６
月
）
の
記

録
が
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
け
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
未
統
合
の
記
録

は
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
ま
ま
で
は
年
金
支
給
に
結
び
つ
か
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
け

ら
れ
て
い
る
加
入
履
歴
を
順
次
送
付

し
ま
す
。
疑
問
が
あ
れ
ば
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
５
，
０
０
０
万
件
の
記
録
を
、
被
保
険

者
・
年
金
受
給
者
の
記
録
と
突
き
合
わ

せ
、
未
統
合
の
記
録
が
あ
る
可
能
性
の

あ
る
方
に
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
社
会
保
険
庁
や
市
町
村
に
記
録
が
な

い
場
合
に
は
、
領
収
書
等
の
証
拠
が

な
く
て
も
、
銀
行
通
帳
の
出
金
記
録
、

元
雇
用
主
の
証
言
な
ど
を
根
拠
と
し

て
、
第
三
者
委
員
会
で
判
断
し
て
も

ら
う
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は

真
摯
に
対
応
し
ま
す
。
秩
父
社
会
保
険

事
務
所
の
専
用
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

　

ま
た
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０

－

６ロ
ウ

５ゴ

７ナ

８ヤ

３ミ

０ゼ
ロ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ

ー
ド
方
式
に
よ
る
年
金
加
入
履
歴
の
取

得
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（h

ttp
://w
w
w
.sia.go

.jp

）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
22

－

４
４
２
５

年
金
記
録
問
題
へ
の

年
金
記
録
問
題
へ
の

新
対
応
策
を
進
め
ま
す

新
対
応
策
を
進
め
ま
す

基
礎
年
金
番
号
に
ま
だ

基
礎
年
金
番
号
に
ま
だ

統
合
さ
れ
て
い
な
い
年
金

統
合
さ
れ
て
い
な
い
年
金

記
録
も
、
大
切
に
保
管

記
録
も
、
大
切
に
保
管

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
年
金
記
録
を

あ
な
た
の
年
金
記
録
を

　

も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　

も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
年
金
記
録
を

　

も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
く
だ
さ
い

〜
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

〜
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

秩
父
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

秩
父
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　社会保険庁への年金記録の照会参考資料
として、市で保管している国民年金被保険
者名簿（旧紙台帳）の写しを交付します。
交付対象　本人または同居の親族
申請方法　当時住んでいた住所の市役所また
は各総合支所へお越しください。
申請に必要な書類
①本人
　年金手帳（年金手帳がない場合は運転免
許証等本人確認ができる身分証明書）
②同居の親族
　①に定める書類のほか、本人の認印、委
任状および本人の同意を得た者の運転免許
証等の身分証明書、認印
交付方法　郵送
手数料　無料
※被保険者名簿の調査にあたっては、戸籍
等の書類が必要になる場合があります。
※市で保管している被保険者名簿は昭和36
年度から昭和63年度までの記録です。

問い合わせ　保険年金課国民年金担当
　☎２５－５２０１（直通）
各総合支所市民福祉課
　吉田☎７２－６０８２（直通）
　大滝☎５５－０８６３（直通）
　荒川☎５４－２３９５（直通）

国民年金納付記録国民年金納付記録
希望の方に無料で交付します希望の方に無料で交付します
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７　

月　

の　

納　

税

１固
定
資
産
税　
　
　

第
２
期
分

国
民
健
康
保
険
税　
　
　

第
１
期
分　

納
期
限
は
７
月
31
日
㈫
で
す
。

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
納
税
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
納
期
限
に
振
り
替
え
ま
す
の

で
預
貯
金
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
振
替
税
目
の
追
加
や
納
税
義

務
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

改
め
て
口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
、

預
貯
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を
持
参
の

う
え
、
収
納
課
、
各
総
合
支
所
総
務
課

窓
口
ま
た
は
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

毎
月
10
日
ま
で
に
申
込
み
を
さ
れ
た

方
は
、
そ
の
月
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

そ
れ
以
降
の
方
お
よ
び
み
ず
ほ
銀
行
で

お
申
し
込
み
の
方
は
、
翌
月
か
ら
振
り

替
え
ま
す
。

　

な
お
、
７
月
の
休
日
納
税
窓
口
は
、

29
日
㈰
で
す
。
収
納
課
窓
口
に
お
い
て
、

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
、

国
民
健
康
保
険　
　
　

高
齢
受
給
者
証　
　

を
お
持
ち
の
方
へ

２毎
年
８
月
１
日
で
負
担
割
合
の
判
定
を

し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
が
医
療
を
受
け
る
際
の
窓
口

負
担
割
合
（
１
割
ま
た
は
３
割
）
は
、

世
帯
の
所
得
状
況
等
に
よ
り
判
定
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
も
見
直
し
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
区
分
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
（
白
い
カ
ー
ド
）

　

判
定
に
よ
り
、
現
在
の
負
担
割
合

が
変
更
に
な
る
方
は
、
７
月
下
旬
に
通

知
を
お
送
り
し
ま
す
。
通
知
の
案
内
に

従
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
（
ピ
ン
ク
の
カ
ー
ド
）

　

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
の
有

効
期
限
が
平
成
19
年
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
判
定
を
行
い
、

負
担
割
合
の
記
載
さ
れ
た
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
を
７
月
中
に
全
員
の
方
へ
お

送
り
し
ま
す
。
古
い
受
給
者
証
は
、
保

険
年
金
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
の
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
割
合
で
の
窓
口
負
担
は
８
月

納
税
と
納
税
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
総
合
支
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ　

収
納
課

　

☎
22

－

２
２
１
０
（
直
通
）

か
ら
で
す
。
誤
っ
た
負
担
割
合
で
医
療

を
受
け
た
場
合
は
、
窓
口
負
担
金
の
調

整
等
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

入
院
時
の
自
己
負
担
額
の
減
額

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、

認
定
さ
れ
る
と
食
事
代
お
よ
び
入
院
医
療

費
の
一
部
負
担
金
が
減
額
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
を
必
要
と
す
る
方
は
、
受
給

者
証
、
保
険
証
、
過
去
１
年
分
の
入
院

の
領
収
書
を
ご
持
参
の
う
え
、
申
請
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
「
認
定
証
」
の
更
新
手
続
き

　

す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
は
、

７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の

で
、
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
認
定
証
、

受
給
者
証
、
保
険
証
、
過
去
１
年
分
の

入
院
の
領
収
書
を
ご
持
参
の
う
え
更
新

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課
☎
22

－

２
２
１
１

　

老
人
医
療
担
当　

内
線
１
１
３
３

　

国
民
健
康
保
険
担
当　

内
線
１
１
３
１

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制

抑
留
者
、
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

３　

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制

抑
留
者
、
外
地
等
か
ら
の
引
揚
者
に
、

あ
ら
た
め
て
慰
藉
の
念
を
表
す
た
め
内

閣
総
理
大
臣
名
の
『
特
別
慰
労
品
』
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

請
求
書
類
は
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

の
で
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
資
格
要
件
等
の
問
い
合
わ
せ
は
、
独
立
行

政
法
人
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
ま
で
。

　

☎
０
１
２
０

－

２
３
４

－

９
３
３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.heiwa.go.jp

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
援
護
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
４

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
（
直
通
）

垣
根
の
管
理
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

４　

気
付
か
な
い
う
ち
に
敷
地
に
植
え
た

垣
根
や
庭
木
の
枝
が
、
道
路
上
に
張
り

出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
樹
木
は
、
車
や
歩
行
者

に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
を
招
き
、
地
域
住
民

の
不
安
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
沿
い
に
樹
木
な
ど
が
植

え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
、
道
路
に
は
み

出
さ
な
い
よ
う
に
手
入
れ
を
す
る
な
ど

適
切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

道
路
は
共
有
の
財
産
で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
道
路
を
有
効

に
使
用
で
き
る
よ
う
、
ご
自
宅
の
垣
根

や
庭
木
を
点
検
し
剪
定
す
る
な
ど
し
て
、

安
全
な
道
路
環
境
の
維
持
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

管
理
用
地
課

　

☎
25

－

５
２
１
２
（
直
通
）

市報ちちぶでは、有料で広告を掲載しています。掲載基準等詳しくは、広報広聴課へお問い合わせください。
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水
道
管
路
台
帳
作
成
の
た
め
の

調
査
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

５　

水
道
部
で
は
、
水
道
管
路
台
帳
の
作

成
の
た
め
水
道
本
管
と
給
水
装
置
（
水

道
本
管
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
）
の

現
地
調
査
を
民
間
業
者
へ
の
委
託
に
よ

り
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
現
地
調
査
は
、
原
則
と
し
て
公

道
上
で
実
施
し
ま
す
が
、
給
水
装
置
の

現
況
確
認
の
た
め
皆
さ
ん
の
敷
地
内
へ

の
立
ち
入
り
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
水
道
部
が
交
付

し
た
身
分
証
明
書
と
腕
章
を
携
行
し
た

受
託
業
者
の
調
査
員
が
お
伺
い
し
、
立

ち
入
り
に
つ
い
て
の
承
諾
を
い
た
だ
い

た
う
え
で
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
地
調
査
業
務
受
託
者

　

㈱
パ
ス
コ

調
査
期
間　

７
月
23
日
㈪
〜
平
成
20
年
２

月
29
日
㈮

調
査
区
域　

旧
秩
父
市
区
域

問
い
合
わ
せ　

水
道
部
工
務
課

　

☎
25

－

５
２
２
２
（
直
通
）

第
39
回
行
燈
ま
つ
り

供
養
行
燈
受
付

６　

８
月
16
日
㈭
に
開
催
さ
れ
る
行
燈
ま

つ
り
の
供
養
行
燈
の
受
付
を
開
始
し
ま

す
。

受
付
期
間　

７
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
行
燈

祭
実
行
委
員
会
か
ら
お
送
り
し
た
郵
便

振
替
用
紙
で
、
各
郵
便
局
ま
た
は
や
す

ら
ぎ
の
丘
管
理
事
務
所
ま
で
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
が
到
着

し
な
か
っ
た
方
や
、
都
合
で
期
間
内
に

申
し
込
み
が
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
８

月
15
日
㈬
ま
で
、
や
す
ら
ぎ
の
丘
管
理

事
務
所
で
直
接
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
行
燈
ま
つ
り
当
日
は
、
無
料

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

無
料
バ
ス
運
行
時
間

西
武
秩
父
駅
・
秩
父
駅
発

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

聖
地
公
園
発

　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

※
お
車
の
方
は
聖
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

午
後
６
時
か
ら
一
部
交
通
規
制
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
お
盆
期
間
中
（
８
月
13
日
㈪

〜
15
日
㈬
）
に
も
無
料
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

無
料
バ
ス
運
行
時
間

西
武
秩
父
駅
・
秩
父
駅
発

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

聖
地
公
園
発

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
行
燈
ま
つ
り
係
員
募
集

期　

間　

８
月
16
日
㈭
、
17
日
㈮

就
労
時
間　

16
日
㈭
午
前
７
時
〜
行
燈
点

火
終
了
、
17
日
㈮
午
前
７
時
〜
行
燈
撤

収
終
了
（
16
日
は
昼
・
夕
食
あ
り
）

対　

象　

高
校
生
以
上

募
集
人
員　

40
人
程
度

申
込
方
法　

７
月
19
日
㈭
か
ら
、
所
定
の

用
紙
に
記
入
押
印
の
う
え
、
や
す
ら
ぎ

の
丘
管
理
事
務
所
ま
で
必
ず
ご
本
人
が

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は

７
月
12
日
㈭
か
ら
管
理
事
務
所
で
配
布

し
ま
す
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
未
成
年
者
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要

で
す
。

以
上
問
い
合
わ
せ

　

行
燈
祭
実
行
委
員
会
（
や
す
ら
ぎ
の

丘
管
理
事
務
所
内
）

　

☎
22

－

３
４
６
９
（
月
曜
定
休
）

旧
秩
父
駅
舎
を

無
料
休
憩
所
と
し
て　

開
館
し
ま
す

７　

や
す
ら
ぎ
の
丘
（
聖
地
公
園
）
内
に

移
築
し
て
あ
る
旧
秩
父
市
立
民
俗
博
物

館
旧
秩
父
駅
舎
を
、
お
盆
の
時
期
を
中

心
に
無
料
休
憩
所
と
し
て
開
館
し
ま
す
。

　

室
内
に
は
、
秩
父
鉄
道
関
係
資
料
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
館
期
間　

８
月
11
日
㈯
〜
19
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
８
月
16
日
㈭
は
行
燈
ま
つ
り
に
合
わ

せ
、
午
後
９
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課

　

☎
22

－

２
４
８
１
（
直
通
）

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

８　

６
月
24
日
か
ら
下
吉
田
の
フ
ル
ー
ツ

街
道
（
釜
の
上
か
ら
布
里
田
中
）
沿
い

の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
が
開
園
し
ま
し
た
。

　

布
里
田
中
地
区
に
は
８
戸
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
園
が
あ
り
、
平
成
15
年
度
か
ら

植
付
け
を
始
め
、
現
在
で
は
３
，
０
０
０

本
以
上
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー

が
植
え
付
け

ら
れ
て
い
ま

す
。

　

開
園
の
目

印
と
し
て
、

各
農
園
が
黄

色
い
旗
を
立

て
て
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

吉
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
72

－

６
０
８
３
（
直
通
）

定
年
帰
農
希
望
者
等
の　

盆
帰
り
就
農
相
談
会　

を
開
催
し
ま
す

９　

定
年
退
職
予
定
の
方
、
農
業
を
始
め

た
い
と
い
う
方
を
対
象
に
就
農
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
野
菜
等
の
作
り
方
や

販
売
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
、

Ｊ
Ａ
職
員
、
県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
職

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

①
と　

き　

８
月
13
日
㈪

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　

と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
ち
ち
ぶ
吉
田
支
店

②
と　

き　

８
月
14
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　

と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
ち
ち
ぶ
秩
父
支
店

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
ち
ち
ぶ
荒
川
支
店

③
と　

き　

８
月
16
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　

と
こ
ろ　

大
滝
振
興
会
館

問
い
合
わ
せ　

秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
普

及
部
☎
25

－

１
３
１
０



30

農
振
農
用
地
区
域
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

10　

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
内
に

お
け
る
農
地
転
用
に
つ
い
て
は
「
農
業

振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、

一
定
の
転
用
目
的（
市
報
５
月
号
参
照
）

に
該
当
す
る
と
き
は
、
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
し
、
農
地
転
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
「
秩
父
市
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
」
の
全
体
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
２
月
受
付
分
の

「
除
外
申
出
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

な
利
用
計
画
が
あ
れ
ば
「
転
用
目
的
の

制
限
」
を
行
い
ま
せ
ん
。

相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

相
談
場
所　

農
業
振
興
課
、
荒
川
・
吉
田

総
合
支
所
地
域
振
興
課

除
外
申
出
書
提
出
期
間

①
８
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

②
平
成
20
年
２
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

※
土･

日･

祝
日
は
除
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課

　

☎
25

－

５
２
１
０
（
直
通
）

不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になったが、ま
だ利用できるものなので譲りたい、または、譲って
ほしいという希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料譲渡を条件とします。

譲
り
た
い
物

学習机、ベビーラック、ベビーチェア、開閉式
蚊帳、スキー用具一式、カーテンレール、鏡、
健康器具

譲
っ
て
ほ
し
い
物

二段ベッド、マウンテンバイク、スポーツ自転車、
自転車、学習机、ベビーベッド、子ども用自転車、
テーブル、チャイルドシート、タンス

登
録
状
況

　譲りたい物 ８件
　譲ってほしい物 16件

（平成19年６月19日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」または「譲
り受ける必要がなくなった」という場合は、必ず市
民生活課までご連絡ください。

登録申込み・問い合わせ
　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

11

農
薬
散
布
を

実
施
し
ま
す

12　

水
稲
の
病
害
虫
防
除
の
た
め
、
大
田

地
区
と
尾
田
蒔
地
区
を
対
象
と
し
て
無

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
）
に
よ
る
農
薬
散
布
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
散
布
作
業
は
、
天
候
の

状
況
等
に
よ
っ
て
は
日
程
が
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
広
報

車
等
で
連
絡
し
ま
す
。

と　

き　
８
月
18
日
㈯
午
前
５
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

太
田
、
小
柱
、
伊
古
田
、
蒔

田
、
田
村

問
い
合
わ
せ　

ち
ち
ぶ
農
協
営
農
経
済
部

　

☎
22

－

０
２
０
９

　

市
役
所
農
業
振
興
課　

　

☎
25

－

５
２
１
０
（
直
通
）

７
・
８
月
の

求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

13と　　き ところ 内　　　　　　容 定員
７／18㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク 履歴書・職務経歴書の書き方（座学） 15人
７／25㈬
13:30～16:30 ちちぶパートバンク 履歴書・職務経歴書の書き方（演習） 15人
７／27㈮
14:00～16:00 ハローワーク秩父

自己分析とセールスポイントの見つ
け方（座学） 20人

７／30㈪
13:30～15:30 吉田総合支所 履歴書・職務経歴書の書き方（座学） 15人
８／１㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク 就職を成功させるために（座学） 15人
８／８㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

若年者の求職活動について・就職実
現プランの作成について（座学） 15人

８／10㈮
14:00～16:00 ハローワーク秩父 中高年齢者の求職活動について（座学） 20人
８／13㈪
13:30～15:30 吉田総合支所 面接対策・就職の心得（座学） 15人

※
定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク
で

は
、
一
般
求
人
情
報
も
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
吉
田
総
合
支
所
で

は
、
常
時
求
人
情
報
が
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22

－

３
２
１
５

　

ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク

　

☎
24

－

５
２
２
２

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　

各
種
種
目
に
つ

い
て
、
現
役
陸
・

海
・
空
自
衛
官
お

よ
び
航
空
自
衛
隊

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に

よ
る
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

会
場
へ
の
出
入
り
は
自
由
で
、
堅
苦

し
い
説
明
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
28
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
地
場
産
セ
ン
タ
ー
４
階
会
議
室

実
施
項
目　

２
等
陸
・
海
・
空
士
、
一
般

曹
候
補
生
、航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）、

看
護
学
生
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大

学
校
、
自
衛
隊
生
徒
、
予
備
自
補
な
ど

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
地
方
協
力
本
部
秩
父
地

域
事
務
所
☎
22

－

６
１
５
７

Ｅ
メ
ー
ル　

titibuoffi
  ce@
m
xl.ttcn.ne.jp

※
お
電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
い
つ
で

も
お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
。

14



31

　

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
）
の
資
格
取
得
に
必
要
な
実
務
研
修

を
受
講
す
る
た
め
の
試
験
で
す
。

試
験
日　

10
月
28
日
㈰

会　

場　

獨
協
大
学
（
草
加
市
）

受
験
案
内
の
配
布　

　

秩
父
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
、
秩

父
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
事
務
所
、
市

役
所
高
齢
者
介
護
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
方
法　

７
月
31
日
㈫
ま
で
に
郵
送（
簡

易
書
留
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
研
修
・
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
課

　

☎
０
４
８

－

８
２
４

－

３
１
１
１

　
（
試
験
専
用
）

平
成
19
年
度

　

埼
玉
県
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　

実
務
研
修
受
講
試
験

を
実
施
し
ま
す

15

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

を
ご
使
用
の
皆
さ
ん
へ

16　

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
換
気
扇
を

回
さ
ず
に
使
用
し
て
い
た
た
め
、
死
亡

に
至
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
小

型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
使
用
す
る
と
き

は
、
必
ず
換
気
扇
を
回
し
ま
し
ょ
う
。

○
物
が
燃
え
る
に
は
、
新
鮮
な
空
気
が

必
要
で
す
。
十
分
な
換
気
を
し
な
け

れ
ば
、
空
気
が
不
足
し
、
一
酸
化
炭

素
が
発
生
し
ま
す
。

○
閉
め
切
っ
た
４
畳
半
で
小
型
ガ
ス
瞬

間
湯
沸
器
を
燃
焼
す
る
と
、
約
20
分

で
致
死
量
の
一
酸
化
炭
素
が
部
屋
に

充
満
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
一
酸
化
炭
素
は
無
色
無
臭
で
す
。
頭

痛
や
吐
き
気
で
異
変
に
気
付
い
た
時

に
は
、
手
足
が
し
び
れ
て
動
け
ず
、

手
遅
れ
に
な
っ
て
死
に
至
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

•
経
済
産
業
省

　

商
務
情
報
政
策
局
製
品
安
全
課

　

☎
０
３

－

３
５
０
１

－

４
７
０
７

•
埼
玉
県
庁

　

県
民
・
消
費
生
活
課
消
費
生
活
担
当

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

２
９
３
５

　

化
学
保
安
課
液
化
石
油
ガ
ス
担
当

　

☎
０
４
８

－
８
３
０

－

２
９
７
３

就
職
活
動

ベ
イ
シ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

17　

就
職
活
動
に
お
悩
み
の
方
、
こ
れ
か

ら
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

埼
玉
県
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

就
職
活
動
に
関
す
る
お
役
立
ち
情

報
や
自
己
分
析
、
効
果
的
な
面
接
テ
ク

ニ
ッ
ク
な
ど
満
載
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　
７
月
25
日
㈬
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

秩
父
高
等
技
術
専
門
校

対　

象　

一
般

参
加
費　

無
料

申
込
み　

７
月
23
日
㈪
ま
で
に
、
埼
玉

県
北
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
秩
父
支
所

（
☎
23

－

７
８
８
１
）
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
保
険
受
給
者
の
方
は
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
を
受
け
た
場
合
、
求
職
活
動
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

荒
川
地
区
ス
ポ
ー
ツ
担
当

の
窓
口
が
移
り
ま
す

18　

荒
川
公
民
館
内
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
担

当
（
運
動
公
園
等
予
約
）
の
窓
口
が
、

７
月
30
日
㈪
か
ら
荒
川
総
合
支
所
内
の

市
民
福
祉
課
へ
移
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

　

ス
ポ
ー
ツ
担
当

　

☎
54

－

２
３
９
８

54

－

２
３
３
４

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
期
間
中
の
火
曜
日

臨
時
開
館
し
ま
す

19　

夏
休
み
期
間
中
は
、
火
曜
日
も
臨
時

に
開
館
し
無
休
で
営
業
し
ま
す
。

期　

間　
７
月
24
日
〜
８
月
28
日
の
火
曜
日

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
そ
の
他
の
曜
日
は
、
通
常
ど
お
り
午

前
９
時
〜
午
後
９
時
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

４
０
０
４

温
水
プ
ー
ル

７
・
８
月

全
コ
ー
ス
専
用
利
用
の

お
知
ら
せ

20　

次
の
日
程
は
、
全
コ
ー
ス
専
用
利
用

と
な
り
ま
す
。
一
般
の
ご
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
市
民
水
泳
祭

　

７
月
15
日
㈰　

第
１
部
、
第
２
部

②
秩
父
地
区
小
学
校
水
泳
大
会

　

７
月
25
日
㈬　

第
１
部
、
第
２
部

③
原
谷
小
学
校
プ
ー
ル
利
用

　

７
月
26
日
〜
８
月
23
日
の
毎
週
木
曜
日

　

第
２
部

問
い
合
わ
せ　

温
水
プ
ー
ル

　

☎
22

－

７
４
１
１

人
工
飼
料
で

カ
イ
コ
を
飼
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

蚕
種
の
配
布
の
お
知
ら
せ

21　

カ
イ
コ
の
卵
と
人
工
飼
料
を
差
し
上

げ
ま
す
。

と　

き　

７
月
27
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

埼
玉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
秩
父
試
験
地

参
加
費　

無
料
（
先
着
30
人
）

※
７
月
24
日
㈫
ま
で
受
付

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
農
林
総
合
研
究
所
セ
ン
タ
ー

　

☎
22

－

０
２
７
３

22

－

８
８
７
２

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

22
７
月
23
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

秩
父
警
察
署

（
秩
父
警
察
署
）

８
月
13
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜

３
時
30
分

市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー

（
秩
父
市
献
血

推
進
協
議
会
）

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22

－

０
６
４
８
（
代
表
）

ちちぶバイオマス元気村発電所　視察・見学者受付中！
吉田元気村に足湯オープン！　中学生以上100円、小学生50円　好評営業中！
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平
成
19
年
度
市
町
村
振
興
宝
く
じ

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
が
７
月
19

日
㈭
か
ら
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。

※
賞
金
は
、
１
等
（
42
本
）・
前
後
賞

合
わ
せ
て
３
億
円
。
２
等
（
84
本
）

も
１
億
円
で
す
。

発
売
期
間　

７
月
19
日
㈭
〜
８
月
７
日
㈫

発
売
場
所　

全
国
の
宝
く
じ
売
場

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）販
売

の
お
知
ら
せ

23

　

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会
に
よ
る
、

生
活
保
護
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
28
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０

－

０
５
２

－

０
８
８

※
開
催
当
日
だ
け
通
話
可
能
な
専
用
電

話
番
号
で
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

抽
選
日　

８
月
16
日
㈭

問
い
合
わ
せ　

㈶
埼
玉
県
市
町
村
振
興
協
会

　

☎
０
４
８

－

８
２
２

－

５
０
０
４

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会
主
催

生
活
保
護
１
１
０
番

「
ほ
の
ぼ
の
マ
イ
タ
ウ
ン
」

　

秩
父
市
社
会
福
祉
事
業
団

臨
時
職
員
募
集

25　

秩
父
市
社
会
福
祉
事
業
団
は
、
市
か

ら
委
託
を
受
け
、
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
の
福
祉
施
設
の
運
営
を
行

う
社
会
福
祉
法
人
で
す
。
こ
れ
ら
の
福

祉
施
設
で
働
く
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
（
応
募
資
格
）

①
看
護
師　

②
介
護
職
員
（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の

資
格
を
有
す
る
方
）

勤
務
条
件　

１
日
８
時
間
、
週
40
時
間
勤

務
で
、
土
・
日
・
祝
日
も
勤
務
可
能
な
方

※
介
護
職
員
は
夜
間
勤
務
が
可
能
な
方

を
優
先
し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
市
社
会
福
祉
事
業
団
法
人
事
務

局
（
ほ
の
ぼ
の
マ
イ
タ
ウ
ン
内
）

　

☎
21

－

５
５
３
５

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

参
加
者
募
集

26と　

き　

９
月
15
日
㈯
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

対　

象　

満
15
歳
以
上
の
方

定　

員　

20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

費　

用　

無
料
（
た
だ
し
、
教
本
・
保

険
料
と
し
て
１
，
５
０
０
円
）

指
導
者　

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員

申
込
み　

社
会
福
祉
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
４

介
護
福
祉
士
資
格

　

受
験
準
備
講
習
の

　
　

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

27　

秩
父
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
在
職

者
を
対
象
に
介
護
福
祉
士
資
格
受
験
準

備
講
習
（
法
律
系
）
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

と　

き　

９
月
10
日
㈪
、
11
日
㈫
、
13

日
㈭
、
14
日
㈮
午
後
６
時
〜
９
時

定　

員　

20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

費　

用　

受
講
料
２
，
０
０
０
円
、
テ

キ
ス
ト
代
３
，
１
５
０
円

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
・
勤
務
先
を

明
記
し
左
記
ま
で
。
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　

８
月
１
日
㈬
〜
10
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
高
等
技
術
専
門
校　

　

〒
３
６
８

－

０
０
３
５

　

上
町
３

－

21

－

７
☎
22

－

１
９
４
８

h
ttp://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
A
07/B

C
09/

平
成
19
年
度

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

28　

実
際
の
教
育
活
動
を
と
お
し
て
、
障

が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

１
日
目　

８
月
９
日
㈭

　
　
　
　

２
日
目　

９
月
11
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

秩
父
養
護
学
校

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

内　

容　

　

１
日
目　

基
礎
研
修
（
障
が
い
へ
の
理
解
）

　

２
日
目　

体
験
学
習
（
部
門
別
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
昼
食
、
動
き
や

す
い
服
装
、
運
動
靴
（
内
・
外
）

申
込
締
切　

７
月
20
日
㈮

申
込
み　

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
22

－

１
５
１
４

大
田
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
講
習

受
講
生
募
集

29

　
「
中
級
者
の
た
め

の
エ
ク
セ
ル
入
門
」

の
講
習
で
す
。
エ
ク

セ
ル
を
使
っ
て
の
表

の
作
成
な
ど
を
行
い

ま
す
。

と　

き　

９
月
２
日
㈰
〜
５
日
㈬
（
全

４
回
）、
午
後
６
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

大
田
公
民
館
集
会
室

対　

象　

成
人

参
加
費　
１
，０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定　

員　

18
人

申
込
み　

７
月
20
日
㈮
〜
８
月
20
日
㈪

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
で

締
切
）

問
い
合
わ
せ　

大
田
公
民
館

　

☎
62

－

１
４
４
０

24

すべての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられました!
新築住宅は、平成18年６月１日から　既存住宅は、平成20年５月3１日までに



33

●
ワ
イ
ヤ
ー
で
小
物
を
つ
く
ろ
う

と　

き　

８
月
２
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
美
術
陶
芸
室

中
央
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
講
習

受
講
生
募
集

30と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１

参
加
費　
１
，０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
み　

７
月
23
日
㈪
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館
☎
22

－

０
４
２
０

夏
休
み
子
ど
も
公
民
館

参
加
者
募
集

31

対　

象　

小
学
生
（
１
〜
３
年
生
は
保

護
者
同
伴
）、
中
学
生

定　

員　

20
人

講　

師　

持
田
美
幸
先
生

参
加
費　

６
０
０
円
（
材
料
費
）
当
日

集
金
し
ま
す
。

持
ち
物　
は
さ
み
、ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ（
お
持

ち
で
な
い
方
は
事
務
局
で
貸
し
出
し
ま
す
。）

●
夏
休
み
一
日
ソ
ー
イ
ン
グ
教
室

　

簡
単
な
ス
カ
ー
ト
（
ギ
ャ
ザ
ー
ス
カ
ー

ト
ま
た
は
巻
き
ス
カ
ー
ト
）
を
作
り
ま
す
。

と　

き　

８
月
２
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修

室
２
・
３

対　

象　

小
学
５
・
６
年
生
、
中
学
生

定　

員　

10
人

講　

師　

伊
藤
洋
子
先
生

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）
当
日

集
金
し
ま
す
。

持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
布
切
は
さ
み
、

ま
ち
針
、
30
㎝
以
上
の
定
規
、
ス
カ
ー

ト
生
地
（
着
な
く
な
っ
た
浴
衣
や
着
物

等
を
ほ
ど
い
た
も
の
で
も
可
。
生
地
量

の
目
安
は
90
㎝
幅
で
、
丈
の
長
さ
の
２

倍
＋
10
㎝
）

●
電
気
教
室

　

身
近
な
電
気
の
お
話
を
聞
い
て
、
模

型
工
作
を
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
７
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修

室
２
・
３

対　

象　

小
学
生
（
１
〜
３
年
生
は
保

護
者
同
伴
）

定　

員　

30
人

講　

師　

東
京
電
力
㈱
職
員

参
加
費　

無
料

申
込
み　

い
ず
れ
も
７
月
17
日
㈫
〜
26

日
㈭
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
☎
22

－

０
４
２
０

放
送
大
学10

月
入
学
生
募
集

32　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働

き
な
が
ら
学
び
た
い
、
生
涯
学
習
に
興

味
が
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、

幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
今
、
平
成
19
年
10
月
入
学
生
の

募
集
を
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を

無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
学
生
の
種
類

○
教
養
学
部

•
科
目
履
修
生
（
６
か
月
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

•
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

•
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

学
士
の
学
位
の
習
得
を
目
指
す
）

○
大
学
院

•
修
士
科
目
生
（
６
か
月
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

•
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

受
付
期
間　

８
月
15
日
㈬
ま
で

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

　

〒
３
３
０

－

０
８
５
３　

さ
い
た
ま

市
大
宮
区
錦
町
６
８
２

－

２　

大
宮
情

報
文
化
セ
ン
タ
ー
内　

放
送
大
学
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
８
―
６
５
０
―
２
６
１
１

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w
w
w
.u
-air.ac.jp

※
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
秩
父

校
が
、
６
月
25
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、
市
報
８
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

野
外
炊
事
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
新
し
い

仲
間
を
作
り
、
協
調
性
を
養
い
ま
す
。

と　

き

①
９
月
９
日
㈰
（
参
加
者
説
明
会
）

②
10
月
６
日
㈯
〜
８
日
（
月
・
祝
）

（
キ
ャ
ン
プ
）

と
こ
ろ

①
埼
玉
労
働
会
館
（
さ
い
た
ま
市
）

②
青
少
年
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
（
秩
父
市
）

対　

象　

小
学
校
５
・
６
年
生
、
中
学
生

参
加
費　

４
，
０
０
０
円
（
食
費
・
保

険
料
を
含
む
）

定　

員　

80
人

申
込
み　

８
月
24
日
㈮
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
青
少

年
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
同
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市

役
所
市
民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
青
少
年
総
合
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

１
４
６
３

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

33

講習区分

初心者のためのワード入門
電源の入れ方から始める
ワードの初歩

中級者のためのエクセル
入門
エクセルを使っての表の
作成

定　　員 18人 18人

開 催 日 ８月３日㈮、４日㈯、５日㈰、６日㈪　（全４回）

時　　間 午後１時30分～４時30分 午後６時～９時

対　　象 成人
勤労青少年（文字の入力
のできる方を対象）

平成19年　勤労青少年の標語
『「スタート」は君が「思う」とき。いつでも！何度でも！』



　

夏
の
風
物
詩
『
お
化
け
』
を
、
児
童

館
手
作
り
の
お
化
け
や
し
き
で
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

８
月
９
日
㈭
、
10
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
村
児
童
館
・
高
齢
者
憩
い

の
家
２
階
学
童
室
・
学
習
室

対　

象　

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

入
場
料　

無
料

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
徒
歩
、
自
転
車
等
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

中
村
児
童
館
・
高
齢
者
憩
い

の
家
☎
22

－

０
７
１
３

34

七
夕
子
ど
も
お
茶
会

受
講
生
募
集

34　

青
年
茶
道
教
室
の
皆
さ
ん
に
、
お
点

前
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

と　

き　

８
月
４
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
和
室

対　

象　

子
ど
も
と
保
護
者
（
小
学
２

年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）

募
集
人
員　

30
人
（
保
護
者
含
む
）

持
ち
物　

白
い
ソ
ッ
ク
ス

参
加
費　

１
人
に
つ
き
２
０
０
円
（
お

菓
子
代
）
当
日
集
金
し
ま
す
。

申
込
み　

７
月
31
日
㈫
ま
で
に
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
（
☎
22

－

０
４
２
０
）
へ
。

「
俳
句
＆
ハ
イ
ク
」

参
加
者
募
集

35　

健
康
づ
く
り
と
秩
父
の
歴
史
・
自
然

に
親
し
む
こ
と
を
目
的
に
、
俳
句
を
詠

み
な
が
ら
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し

ま
す
。　

と　

き　

８
月
19
日
㈰
午
前
９
時

　

歴
史
文
化
伝
承
館
前
駐
車
場
集
合

　
（
雨
天
決
行
）

コ
ー
ス　

秩
父
市
役
所
↓
札
所
15
番
少

林
寺
↓
札
所
11
番
常
楽
寺
↓
秩
父
成
田

山
↓
羊
山
公
園
↓
琴
平
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
↓
札
所
12
番
野
坂
寺
↓
ち
ち
ぶ
銘

仙
館
↓
秩
父
市
役
所
（
昼
食
お
よ
び
俳

句
講
評
後
解
散
予
定
）
歩
行
時
間
約
1

時
間
40
分
（
巡
拝
・
作
句
の
時
間
等
は

含
み
ま
せ
ん
。）

定　

員　

50
人
（
先
着
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
ち
ち
ぶ
銘
仙
館

入
館
料
・
飲
み
物
代
ほ
か
）

※
筆
記
用
具
・
昼
食
は
各
自
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

申
込
み　

７
月
17
日
㈫
か
ら
受
付
を
始

め
ま
す
。
電
話
で
観
光
振
興
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

観
光
振
興
課

　

☎
25

－

５
２
０
９
（
直
通
）

●
初
心
者
ク
ロ
ー
ル
水
泳
教
室

と　

き　

７
月
23
日
〜
８
月
17
日
の
毎

週
月
・
金
曜
日
（
全
８
回
）、
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分

対　

象　

成
人
男
女
（
水
泳
初
心
者
）

講　

師　

秩
父
市
水
泳
連
盟
指
導
員

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定　

員　

20
人

●
平
泳
ぎ
教
室

と　

き　

７
月
21
日
〜
８
月
18
日
の
毎

週
土
曜
日
（
全
５
回
）、
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分

対　

象　

成
人
（
ク
ロ
ー
ル
経
験
者
）

講　

師　

秩
父
市
水
泳
連
盟
指
導
員

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

定　

員　

10
人

●
夏
休
み
親
子
水
中
運
動
教
室

と　

き　

８
月
３
日
〜
17
日
の
毎
週
金

曜
日
（
全
３
回
）、
午
後
１
時
〜
３
時

対　

象　

４
歳
〜
６
歳
の
未
就
学
児
と

保
護
者

講　

師　

日
本
水
泳
連
盟
公
認
指
導
員

　
　
　
　

釜
屋
恵
美
子
先
生

温
水
プ
ー
ル

夏
の
教
室
参
加
者
募
集

36

参
加
費　

１
，
５
０
０
円
（
１
組
）

定　

員　

親
子
15
組

●
リ
ズ
ム
水
泳
教
室

と　

き　

８
月
３
日
〜
24
日
の
毎
週
金

曜
日
（
全
４
回
）、
午
前
10
時
〜
正
午

対  

象　

小
学
校
４
年
生
か
ら
成
人
の

25
ｍ
程
度
泳
げ
る
方

講　

師　

日
本
水
泳
連
盟
公
認
指
導
員

　
　
　
　

釜
屋
恵
美
子
先
生

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定　

員　

20
人

申
込
み　

各
教
室
と
も
に
７
月
15
日
㈰

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
参
加
費
を
添
え

て
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
い
合
わ
せ　

温
水
プ
ー
ル

　

☎
22

－

７
４
１
１

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室

参
加
者
募
集

37と　

き　

７
月
27
日
〜
８
月
31
日
の
毎

週
金
曜
日
（
全
６
回
）、
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

申
込
み

　

７
月
18
日
㈬
か
ら
文
化
体
育
セ
ン
タ

ー
の
窓
口
に
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

４
０
０
４

早
起
き
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

38　

さ
わ
や
か
な
朝
、
テ
ニ
ス
で
気
持
ち

よ
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

７
月
21
日
〜
８
月
12
日
の
毎

週
土
・
日
曜
日
（
計
８
回
）、
午
前
６

時
〜
８
時

と
こ
ろ　

羊
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
費　

１
，０
０
０
円
（
保
険
料
他
）

服　

装　

運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
み　

当
日
コ
ー
ト
に
て
受
付

問
い
合
わ
せ　

秩
父
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟　

　

桜
井
宅
☎
23

－

１
６
５
６

中
村
児
童
館
お
化
け
や
し
き

39

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。



35

●
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
「
七
夕
を
か
ざ

ろ
う
」

と　

き　

８
月
６
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

根
岸
ト
モ
子
先
生

●
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
「
遊
ん
で
歌
っ

て
元
気
に
」

と　

き　

８
月
23
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

高
橋
照
先
生

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室

対　

象　

60
歳
以
上
の
方
、
小
中
学
生

と
そ
の
保
護
者

定　

員　

そ
れ
ぞ
れ
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

ど
ち
ら
も
７
月
17
日
㈫
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。高
齢
者
憩
い
の
家（
中

村
児
童
館
）
☎
22

－

０
７
１
３
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

　

つ
ど
い
の
広
場
は
、
お
母
さ
ん
同
士

で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
気
ま
ま
に
参
加
で

き
る
楽
し
い
場
所
で
す
。　
　
　
　
　

対
象
年
齢　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日

開
催
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
お
休
み
）

会　

場　

ち
ち
ぶ
幼
稚
園

参
加
費　

無
料

●
園
庭
開
放

　

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で
園
庭
を
開

放
し
ま
す
。
火
曜
日
は
年
齢
制
限
な
し
、

木
曜
日
は
２
歳
児
、
土
曜
日
は
０
・
１

歳
児
が
対
象
で
す
。

※
園
庭
開
放
中
の
ケ
ガ
、
事
故
等
に
つ

い
て
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

毎
週
土
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
。
０

歳
か
ら
１
歳
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

●
子
育
て
相
談

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
７
月
14
日
㈯
、26
日
㈭
は
お
休
み
で
す
。

＊
こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局
☎
22

－

７
８
６
６

子
ど
も
に
思
い
出
を 

子
ど
も
か
ら
元
気
を

憩
い
の
家
ふ
れ
あ
い
教
室

40

つ
ど
い
の
広
場「
は
っ
ぴ
ー
」

41

武
甲
山
資
料
館

夏
休
み
武
甲
山
の

写
生
会
・
学
ぶ
会

42と　

き　

８
月
４
日
㈯

写
生
会　

午
前
10
時
〜
正
午

学
ぶ
会　

午
後
１
時
〜
３
時

内　

容

写
生
会　

館
内
に
て
受
講
後
、
写
生
会

を
行
い
ま
す
。
野
外
で
行
い
ま
す
の
で
、

天
候
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

学
ぶ
会　

資
料
館
内
の
展
示
品
を
利
用

し
て
、
武
甲
山
に
関
す
る
自
然
や
伝
説

等
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

対　

象　
小
中
学
生
お
よ
び
保
護
者（
一

般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。）

申
込
み　

８
月
１
日
㈬
ま
で
に
武
甲
山

資
料
館
ま
た
は
林
業
振
興
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
写
生
会
ま
た
は

学
ぶ
会
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。）

※
昼
食
・
画
用
紙
な
ど
の
写
生
道
具
、

帽
子
、
飲
み
物
等
は
各
自
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

入
館
料　

児
童
・
生
徒　

１
０
０
円

　
　
　
　

大　

人　
　
　

２
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

武
甲
山
資
料
館

　

☎
24

－

７
５
５
５

　

市
役
所
林
業
振
興
課

　

☎
22

－

２
３
６
９

と　

き　

７
月
27
日
㈮
、
８
月
３
日
㈮

（
２
日
間
の
教
室
で
す
。）

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
美
術
・

親
子
縄
文
土
器
づ
く
り
教
室

43

陶
芸
室
（
７
月
27

日
）、
聖
地
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
８
月

３
日
）

対　

象　

小
学
生

と
保
護
者
（
１
〜

３
年
生
は
、
必
ず

保
護
者
と
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。）

定　

員　

小
学
生
30
人
程
度

参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
他
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
昼
食
、
雨
具
、

帽
子
、
水
筒
（
土
器
づ
く
り
は
、
衣
服

が
汚
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
エ

プ
ロ
ン
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

申
込
み　

７
月
17
日
㈫
〜
26
日
㈭
に
左

記
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課

　

☎
22

－

２
４
８
１
（
直
通
）

Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　

Ａ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
！

44　

打
楽
器
を
中
心
と
し
た
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
で

色
彩
豊
か
な
曲
目
を
演
奏
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
29
日
㈰

①
午
後
２
時
開
場
、
２
時
30
分
開
演

②
午
後
５
時
開
場
、
５
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

２
，０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

問
い
合
わ
せ　

Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　

Ａ
Ｔ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ

　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
！
実
行
委
員
会

　

池
田
宅
☎
24

－

２
５
３
４

　

富
田
宅
☎
24

－

５
４
２
８（
夜
間
の
み
）

秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。
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秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

彩
の
国
ミ
ュ
ー
ズ

　

ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

２
０
０
７

45と　

き　

８
月
５
日
㈰
正
午
開
演

と
こ
ろ

　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
野
外
ス
テ
ー
ジ

内　

容　

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
コ
ン
サ

ー
ト
（
15
グ
ル
ー
プ
）

入
場
料　

前
売
り
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　

当
日　

１
，
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト　

彩
の
国
ふ
る
さ
と
秩
父
観
光

情
報
館
、
ホ
ン
キ
ー
ト
ン
ク

問
い
合
わ
せ　

　

㈱
秩
父
開
発
機
構　

　

☎
23

－

１
０
０
２

　

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

　

☎
25

－

１
０
０
０

　

フ
ル
ー
ト
と
ハ
ー
プ
の
演
奏
、「
か

ぐ
や
姫
」
の
お
話
と
ピ
ア
ノ
演
奏
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
親
子
で
楽
し
め

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と　

き　

８
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30
分

開
場
、
２
時
開
演

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

入
場
料　

１
，５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

問
い
合
わ
せ

　

メ
ロ
デ
ィ
・
ボ
ッ
ク
ス

　

池
田
宅
☎
24

－

２
５
３
４

　

柴
田
宅
☎
23

－

８
９
８
３

ピ
ア
ノ
大
好
き

コ
ン
サ
ー
ト
14

46

秩
父
市
体
育
指
導
委
員
会

市
民
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

　

初
秋
の
湯
の
丸
・

池
の
平
湿
原
コ
ー
ス

47

と　

き　

９
月

30
日
㈰
午
前
５

時
45
分
集
合

集
合
場
所　

市
役

所
裏
秩
父
公

園
・
吉
田
総
合

支
所
・
荒
川
公

民
館
・
大
滝
総

合
支
所（
参
加
人
数
に
よ
り
変
更
あ
り
）

と
こ
ろ　

長
野
県
東
御
市
（
湯
の
丸
・

池
の
平
湿
原
コ
ー
ス
）

対　

象　

市
内
在
住
の
方
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

３
５
０
人

参
加
費　

３
，
０
０
０
円
（
中
学
生
以

下
は
１
，
５
０
０
円
）

申
込
み　

参
加
希
望
者
は
往
復
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
、
８
月
３
日
㈮
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
保
険
等
の
関
係
上
、
必
要
事
項
は
必

ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

〒
３
６
８

－

８
６
８
６　

熊

木
町
８

－

15　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
バ
ス

ハ
イ
キ
ン
グ
係

◎
複
数
人
で
申
し
込
む
場
合
は
、
必
ず

参
加
希
望
者
全
員
の
必
要
事
項
を
記

入
し
、
代
表
者
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
二
重
の
応
募
や
、
往
復
ハ
ガ
キ
以
外

で
の
申
込
み
は
無
効
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◎
市
外
の
方
の
お
申
し
込
み
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
結
果
は
全
員
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　

☎
25

－

５
２
３
０
（
直
通
）

秩
父
市
・
豊
島
区

　

姉
妹
都
市
交
流

親
善
ク
レ
ー
射
撃
大
会

48と　

き　

７
月
22
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
か
ら
受
付

と
こ
ろ　

東
松
山
市
百
穴
射
撃
場

種　

目　

ト
ラ
ッ
プ

射
撃
・
ス
キ
ー
ト
射

撃
・
１
０
０
個
撃
ち

参
加
費

　

７
，５
０
０
円（
ク

レ
ー
代
、
保
険
料
等
を
含
む
）

賞　

典　

参
加
賞
、
入
賞
賞
典
あ
り

定　

員　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
18
人
、
ス
キ

ー
ト
射
撃
10
人
（
ス
キ
ー
ト
射
撃
の
方

大
歓
迎
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会
事
務
局

　

横
道
宅
☎
24

－

６
２
６
４

～お知らせ～

と　　き 内　　　容 会　場
毎週木曜日
午前９時～

午後５時

齋藤麗子『押し花教室』
※正午～午後１時まで昼休み 会議室３

毎週金曜日
午前９時30分～

正午
赤岩智恵子『絵画教室』 会議室３

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
　　　　年末年始（12月29日～１月３日の６日間）
開館時間　午前９時～午後５時

各種作品展などに芸術文化会館を
ご利用ください

　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場として展示室の
貸し出しや、制作活動・企画会議の場として会議室の貸し出
しを有料で行っています。
　個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜひご利用くだ
さい。なお、詳細は下記までお問い合わせください。
問い合わせ　芸術文化会館　☎２２－２４０６

49

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ
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と　

き　

８
月
12
日

㈰
、
予
備
日
19
日
㈰

（
開
会
式
は
午
前
７

時
30
分
〜
）

と
こ
ろ

　

別
所
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格　

市
内
の
中
学
生
男
女
、
町
内

単
位
ま
た
は
混
成
町
内
チ
ー
ム

参
加
費　

３
，０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

申
込
み　

７
月
30
日
㈪
ま
で
に
、
事
務

局
（
飯
塚
ス
ポ
ー
ツ
☎
23

－

０
８
７
３
）

へ
。 第

15
回

秩
父
市
少
年
野
球
大
会

50　
「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」
は
、

青
森
県
六
ヶ
所
村
に
つ
く
ら
れ
た
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
施
設
を
め
ぐ
っ
て
、
村
に

生
き
る
人
々
を
映
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
で
す
。

　

当
日
は
、
鎌
仲
ひ
と
み
監
督
の
講

演
と
、
六
ヶ
所
村
の
写
真
展
示
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://m

o
vie.geo

cities.jp
/

ro
ku
rap
_in
_ch
ich
ib
u
/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

と　

き　

８
月
５
日
㈰

１
回
目　

上
映
：
午
後
１
時
〜
、
監
督

ト
ー
ク
：
午
後
３
時
10
分
〜

２
回
目　

監
督
ト
ー
ク
：
午
後
４
時
30

分
〜
、
上
映
：
午
後
５
時
10
分
〜

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」

IN 

秩
父

51

チ
ケ
ッ
ト　

一
般
：
前
売
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

当
日
１
，
２
０
０
円

　

学
生
：
前
売
、
当
日
１
，
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

チ
ケ
ッ
ト
ヤ
オ
、
時

習
堂
、
ラ
パ
ン
ノ
ワ
ー
ル
く
ろ
う
さ
ぎ

問
い
合
わ
せ　

秩
父
で
「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ

デ
ィ
ー
」
を
み
よ
う
の
会　

池
田

　

☎
０
９
０

－

６
１
１
９

－

３
９
２
８

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

管
理
事
務
所
の
催
し

52●
子
ど
も
昆
虫
探
検
隊 

と　

き

　

７
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ

　

秩
父
ミ
ュ
ー

ズ
パ
ー
ク
（
百

花
園
駐
車
場
に

ご
集
合
く
だ
さ

い
。）

参
加
費　

無
料

※
散
策
が
で
き
る
服
装
、
靴
等
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
虫
網
・
虫
か

ご
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

●
夏
の
星
座
観
察
会 

と　

き　

８
月
11
日
㈯

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

　

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂
前

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ

　

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
管
理
事
務
所

　

☎
25

－

１
３
１
５

彩
の
国

ふ
れ
あ
い
の
森
の
催
し

53●
わ
ら
ぞ
う
り
作
り
体
験
教
室

と　

き　

８
月
11
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
森
森
林
科
学
館

内　

容　

地
元
の
指
導
者
と
一
緒
に
わ

ら
ぞ
う
り
作
り

参
加
費　

１
人
１
，
０
０
０
円
（
昼
食

代
別
）

募
集
人
員　

一
般
15
人
（
申
込
順
）

●
木
工
教
室

と　

き　

８
月
12
日
㈰
〜
14
日
㈫
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
（
随
時
）

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
森
森
林
科
学
館

内　

容　

木
工
指
導
者
と
一
緒
に
型
抜

き
パ
ズ
ル
、
家
型
貯
金
箱
等
作
製

参
加
費　

50
〜
１
，
２
０
０
円
（
昼
食

代
別
）

募
集
人
員　

一
般
各
40
人
（
申
込
順
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
安
全
に
作

業
で
き
る
服
装
と
靴

申
込
み　

電
話
で
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の

森
管
理
事
務
所（
☎
56

－

０
０
２
６
）へ
。

東
京
大
学
秩
父
演
習
林
公
開
講
座

「
親
子
で
遊
ぼ
う
!!

森
林
の
昆
虫
採
集
」

54　

昼
間
の
網
で
の
昆
虫
採
集
、
夜
間
の

灯
火
採
集
の
ほ
か
名
前
の
調
べ
方
、
標

本
の
作
り
方
も
解
説
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
４
日
㈯
午
前
10
時
〜
５

日
㈰
午
後
４
時
（
秩
父
演
習
林
宿
舎
に

宿
泊
）

対　

象　

親
子
（
子
ど
も
は
小
学
校
４

年
生
〜
中
学
校
３
年
生
）

参
加
費　

１
人
４
，
０
０
０
円

定　

員　

15
人
（
抽
選
）

申
込
み　

７
月
25
日
㈬
必
着
で
、
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・
講
座
名
を
明
記
し
左
記
へ
。

問
い
合
わ
せ　

東
京
大
学
秩
父
演
習
林

　

〒
３
６
８

－

０
０
３
４　

日
野
田
町

１

－

１

－

49　

☎
22

－

０
２
７
２

み
ど
り
の
村
の
催
し

55●
魚
の
つ
か
み
取
り
大
会

と　

き　

７
月
29
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池

費　

用　

５
０
０
円

定　

員　

70
人
（
先
着
順
）

※
魚
が
い
な
く
な
り
次
第
終
了
。

申
込
み　

不
要

●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　

８
月
19
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

若
者
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

28
人

申
込
締
切　

８
月
10
日
㈮

申
込
み　

往
復
は
が
き
に
イ
ベ
ン
ト
名

・
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
年
齢
を
記
入
し
左
記
へ
。（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ　

み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

　

〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町

下
小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp
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平日夜間小児初期救急　秩父市立病院　☎23－0611（診療時間　午後７時30分～１０時）

●
種
蒔
き
か
ら
の
そ
ば
作
り 

と　

き　

８
月
25
日
㈯
午
後
１
時
〜
26

日
㈰
午
後
１
時
30
分
（
１
泊
２
日
）

内　

容　

そ
ば
の
種
蒔
き
。
こ
の
事
業

は
、
11
月
の
収
穫
、
12
月
の
そ
ば
打
ち

と
続
き
ま
す
。 

参
加
費　

小
中
学
生
３
，
５
０
０
円
程

度
、
大
人
４
，
０
０
０
円
程
度

対　

象　

小
学
生
以
上
（
小
中
学
生
は

保
護
者
同
伴
） 

定　

員　

50
人     

申
込
期
間　

８
月
１
日
㈬
〜
10
日
㈮

●
魚
捕
り
と
川
遊
び 

と　

き　

９
月
８
日
㈯
午
前
11
時
〜
９

日
㈰
午
後
１
時
30
分
（
１
泊
２
日
）

参
加
費　

小
中
学
生
３
，
５
０
０
円
程

度
、
大
人
４
，
０
０
０
円
程
度

対　

象　

小
学
生
以
上 

（
小
中
学
生
は

保
護
者
同
伴
）  

定　

員　

50
人
（
抽
選
）     

申
込
期
間　

８
月
１
日
㈬
〜
17
日
㈮

申
込
み　

各
申
込
期
間
に
往
復
は
が
き

（
事
業
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
明
記
）
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

　

〒
３
６
９

－

１
３
１
２　

長
瀞
町
井

戸
３
６
７　

☎
66

－

０
１
７
７

長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

56

●
夏
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

８
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰
、
９

日
㈭
、
10
日
㈮
午
後
７
時
〜
（
予
定
）

参
加
費　

大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２

０
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０
円

名
栗
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

58

定　

員　

各
日
２
０
０
人
（
先
着
順
） 

●
親
子
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
〜
沢
あ
そ
び
編
〜

と　

き　

９
月
８
日
㈯
〜
９
日
㈰

参
加
費　

大
人
４
，
５
０
０
円
程
度
、

小
学
生
以
下
３
，
５
０
０
円
程
度

対　

象　
親
子（
子
ど
も
は
小
学
生
以
下
）

定　

員　

20
組
（
抽
選
）

申
込
期
間　

８
月
14
日
㈫
〜
19
日
㈰

●
げ
ん
き
づ
く
り
ハ
イ
キ
ン
グ

と　

き　

９
月
14
日
㈮

内　

容　

棒
の
折
山
登
山

参
加
費　

３
０
０
円

対　

象　

一
般

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　

８
月
20
日
㈪
〜

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

各
イ
ベ
ン
ト
と
も
電
話
で
、
名
栗
げ

ん
き
プ
ラ
ザ
（
☎
０
４
２

－

９
７
９

－

１
０
１
１
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、藤岡
多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）の
ホームページで確認できます。

７
月
15
日

医師会休日診療所
清 水 病 院
秩 父 病 院
小 山 医 院

（内･小）
（外･内･消）

（内･小･消）

熊木町
皆野町
宮側町
藤岡市中

☎23－8561
☎62－0067
☎22－3022
☎20－1200

７
月
16
日

医師会休日診療所
松 本 ク リ ニ ッ ク
皆 野 病 院
光 病 院

（内･小）
（　内　）

熊木町
日野田町
皆野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎22－3000
☎62－6300
☎24－1234

７
月
22
日

医師会休日診療所
原 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
井 田 医 院

（内･小）
（脳外･内）

（内･外）

熊木町
小鹿野町
小鹿野町
藤岡市芦田町

☎23－8561
☎72－8088
☎75－2332
☎24－3949

７
月
29
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
皆 野 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（産･婦･内）

（内･小）

熊木町
日野田町
皆野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－0043
☎62－6300
☎52－3121

８
月
５
日

医師会休日診療所
秩父脳外科内科クリニック
秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

（内･小）
（脳外･内）

（内･小）

熊木町
永田町
桜木町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎21－2330
☎23－0611
☎24－3111

８
月
12
日

医師会休日診療所
本 間 医 院
秩 父 病 院
中 田 医 院

（内･小）
（内･小･リウマチ）

（内･小･消）

熊木町
小鹿野町
宮側町
藤岡市宮本町

☎23－8561
☎75－0020
☎22－3022
☎22－0385

８
月
19
日

医師会休日診療所
秩 父 生 協 病 院
小 鹿 野 中 央 病 院
や ま う ち 内 科

（内･小）
（内･小）

（内･消）

熊木町
阿保町
小鹿野町
藤岡市2丁目

☎23－8561
☎23－1300
☎75－2332
☎24－5792

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

の
催
し

57●
ナ
イ
ト
ア
ニ
マ
ル
ツ
ア
ー

　

夜
の
森
を
歩
い
て
、
野
生
動
物
に
出

会
う
た
め
の
コ
ツ
や
方
法
を
体
験
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
21
日
〜
８
月
25
日
の
毎

週
土
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

と
こ
ろ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対　

象　

一
般

定　

員　

各
回
10
人

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

申
込
み　

電
話
申
込
み
（
当
日
午
後
４

時
締
切
）

●
里
山
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

　

水
辺
や
森
へ
、
夏
の
生
き
も
の
を
探

し
に
行
こ
う
。

と　

き　

毎
週
土
・
日
曜
、
祝
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

と
こ
ろ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対　

象　

一
般

定　

員　

15
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
窓
口
で
申
込
み

●
７
月
の
館
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ど
ろ
ん
こ
え
の
ぐ
」

「
ス
ト
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
」

と　

き　

毎
日
、
随
時
開
催

と
こ
ろ　
あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

対　

象　

一
般

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
窓
口
で
申
込
み

問
い
合
わ
せ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
54

－

２
０
１
４
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※詳細については、今月号 24・25 ページおよび６月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。
　また、３月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成 19 年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

７月
８月

保健センター
カレンダー

７月の納税
固定資産税　　　第２期
国民健康保険税　第１期

●両親学級３日目（秩父）
●健康相談久那
　公民館（秩父）
●基本健康診査（大滝）
●生活習慣病予防
　料理教室（荒川）

●３歳児健診
　（秩父）

●健康相談
　高篠公民館
　（秩父）

●言語リハビリ
　教室（秩父）
●健康相談・育
　児相談（大滝）

●BCG予防接種
　（秩父）
●基本健康診査
　（大滝）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●10か月児健診
　（秩父）

●４か月児健診
　（秩父）
●健康相談（荒川）

●１歳６か月・
　３歳児健診
　（吉田）

●ことばの相談
　（吉田）

●骨密度健康相談
　（吉田）
●４・１０か月児
　健診・ＢＣＧ予
　防接種（荒川）

●１歳６か月児
　健診（秩父）
●言語リハビリ
　教室（吉田）

●親子ふれあい
　教室（吉田）
●言語リハビリ
　教室（荒川）

●骨コツ教室
　（秩父）
●基本健康診査
　（吉田）
●乳・子宮がん
　検診（大滝）

●育児相談
　（秩父）
●基本健康診査
　（吉田）

●三種混合予防
　接種（秩父）
●育児相談（吉田）
●基本健康診査
　（荒川）

●基本健康診査
　（荒川）

●基本健康診査
　（荒川）

●３歳児健診
　（秩父）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●健康相談
　（吉田）

●よしだ元気塾
　（吉田）
●健康相談・育
　児相談（大滝）
●親子ふれあい
　教室（大滝）

●骨コツ教室
　（秩父） 
●育児相談
　（荒川）

●歯みがき教室
　（秩父）

７/10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 ８/ １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

海の日



　６月17日、川口市のＮＨＫアーカイブスで
「制作者といっしょに番組を見る会」が行われ、
平成14年にＮＨＫで放映された「ムツばあさ
んの花物語～秩父山中・段々畑の日々～」が
上映されました。同番組は吉田・太田部地区
を取材したもので、放送されて以来、４回も
の再放送が行われ、今もなお好評を博し続け
ています。
　当日は、長年にわたり取材を続ける百

もも

崎
ざき

カ
メラマンがあいさつにたち、番組に対する想
いを語っていました。なお、同氏は現在も吉
田・太田部地区の取材を続けており、新番組
の制作に取り組んでいるとのことでした。

　４月13日から16日にかけて、オーストリ
ア・ウィーン市で行われた「第２回ネオ・ジャ
パニズム特別展覧会」に、町田英子さん（寺
尾）の紙粘土による創作人形が出展され、ク
リスタル賞を受賞しました。
　町田さんは、「秩父の方にもっと紙粘土で
つくる楽しさを知って欲しい」と指導教室を
開講するほか、数々の展覧会等に出展し、多
くの賞を受賞されています。今後は、秩父な
らではの“巡礼”や“歌舞伎”を題材とした
子ども人形の制作に意欲を燃やしており、更
なる活躍が期待されます。

　５月26日、27日の２日間、大滝公民館にお
いて「大滝盆栽・山草展」が開催されました。
　これは大滝公民館が大滝文化協会園芸部の
協力を得て開催したもので、日ごろから手を
かけ大切に育ててきた盆栽や珍しい山草、見
ごろとなった花など73点が出品されました。
　開催中は、大勢の方が訪れ、見事な枝ぶり
の盆栽や可憐で繊細な山草を鑑賞しました。

　６月15日、荒川農村環境改善センターで、
荒川ふるさとの味伝承士の指導によるふるさ
と料理講座が行われました。
　この料理講座は、荒川公民館主催で、「つ
とっこ」作りには16人が参加しました。保存
食の「つとっこ」は、米と小豆を栃の葉で包
んでわらで縛った伝統食です。
　初めて作った参加者の皆さんは、昔の味に
舌鼓を打っていました。

発
行
所
　
秩
父
市
役
所
　
電
話
 0494－22－2211（

代
表
）

　
　
　
　
〒
368－8686  埼

玉
県
秩
父
市
熊
木
町
 8 番

15号
こ
の
市
報
は
環
境
に
配
慮
し

再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
ク
で

作
製
し
て
お
り
ま
す
。

2007年
7月
号

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1296
　　　　　　　　　　 　koho@city.chichibu.lg.jp

ウィーンの展覧会でウィーンの展覧会で
町田英子さんの紙粘土創作人形が町田英子さんの紙粘土創作人形が

クリスタル賞を受賞クリスタル賞を受賞

見事な枝ぶり、可憐な花見事な枝ぶり、可憐な花
「大滝盆栽・山草展」開催「大滝盆栽・山草展」開催

映像に残る花物語映像に残る花物語
川口市で上映会が行われました川口市で上映会が行われました

ふるさと料理講座「つとっこ」作りふるさと料理講座「つとっこ」作り

▲紙粘土創作人形「夢」


